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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
真
正
極
楽
寺
（
天
台
宗
、
京
都
市
左
京
区
。
以
下
、
通
称
の
「
真
如
堂
」
を

用
い
る
）
が
所
蔵
す
る
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
十
月
〜
十
二
月
の
「
日
並
記
」
を
翻

刻
し
、
紹
介
す
る①
。
こ
の
「
日
並
記
」
は
、
真
如
堂
で
現
蔵
さ
れ
る
記
録
類
の
な
か

で
は
、
も
っ
と
も
年
紀
の
古
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
真
如
堂
の
日
並
記
を
翻
刻
し
た

も
の
と
し
て
は
、
元
禄
七
年
の
善
光
寺
開
帳
に
注
目
し
た
林
久
美
子
氏
の
研
究②
が
あ

る
が
、
開
帳
に
関
係
す
る
部
分
に
止
ま
っ
て
お
り
、
日
並
記
の
全
文
翻
刻
は
初
め
て

で
あ
る
。

以
下
で
は
、
元
禄
三
年
の
真
如
堂
の
様
子
を
確
認
し
た
上
で
、
翻
刻
史
料
か
ら
主

な
で
き
ご
と
を
紹
介
し
、
解
題
に
代
え
た
い
。

一
、
真
如
堂
の
様
子

元
禄
三
年
当
時
の
真
如
堂
は
、
寺
町
通
今
出
川
南
東
（
現
京
都
市
上
京
区
米
屋
町
・

大
宮
町
・
扇
町
附
近
）
に
所
在
し
た
。
そ
の
様
子
は
、『
京
童
』
巻
第
三
（
明
暦
四
年
・

一
六
五
八
年
）
な
ど
の
地
誌
類③
に
よ
る
と
、
①
比
叡
山
延
暦
寺
の
末
寺
で
あ
る
、
②
不

断
念
仏
の
道
場
と
し
て
知
ら
れ
、
女
性
か
ら
篤
い
信
仰
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
、
③
十

月
に
催
さ
れ
る
十
夜
念
仏
に
は
多
く
の
参
拝
者
が
や
っ
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
一

般
大
衆
の
念
仏
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

境
内
の
詳
し
い
様
子
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
絵
画
史
料
が
残
さ
れ
る
。

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
の
「
洛
中
絵
図④
」
に
よ
る
と
、
境
内
地
は
寺
町
側
（
西
）

が
六
二
間
一
尺
（
約
一
一
三
メ
ー
ト
ル
）、
今
出
川
側
（
北
）
が
七
六
間
、
鴨
川
側
（
東
）

が
六
六
間
、
極
楽
寺
側
（
南
）
が
七
三
間
二
尺
と
い
う
広
さ
で
、
鴨
川
の
河
原
と
は

御
土
居
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る⑤
。
境
内
の
中
央
西
寄
り

に
三
間
×
二
間
の
本
堂
と
思
し
き
建
物
が
南
面
し
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
る
が
、『
京

童
』
に
も
本
堂
・
三
重
塔
の
絵
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
両
建
築
が
主
と
な
っ
て

い
た
と
う
か
が
え
る
。

し
か
し
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
正
月
、
内
裏
火
災
に
類
焼
し
て
本
堂
・
三
重
塔
な

ど
を
焼
失
し⑥
、
仮
堂
を
建
て
て
い
た
こ
と
が
『
京
雀
跡
追
』
に
記
さ
れ
る
。
つ
ま
り

当
時
の
真
如
堂
は
、
大
規
模
災
害
か
ら
復
興
を
進
め
て
い
る
途
次
に
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
新
た
な
本
堂
は
元
禄
三
年
に
完
成
し
、
仮
堂
も
取
り
壊
さ
れ
て
い
る
の
で
、

火
災
か
ら
三
〇
年
も
の
間
、
仮
堂
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
本
堂
再
建
は
、
最
重
要

で
は
あ
る
が
大
き
な
負
担
を
と
も
な
っ
た
課
題
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
（
次
節
）。

な
お
『
京
羽
二
重
』
は
、
子
院
と
し
て
十
二
坊
の
名
称
を
記
す
。
こ
れ
ら
の
諸
坊

は
、
今
回
翻
刻
し
た
記
録
中
に
も
頻
繁
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
真
如
堂
に
お
け
る
諸

行
事
な
ど
を
分
担
し
、
住
職
上
乗
院
尊
通
の
活
動
を
支
え
て
い
た⑦
。
こ
れ
ら
諸
坊
は

い
ず
れ
も
「
○
○
院
」
と
も
称
し
た
。
そ
し
て
明
治
初
期
ま
で
に
は
、
常
照
院
が
法

史
料
紹
介

「
真
如
堂
記
録
」
の
紹
介
（
二
）　

〜
「
元
禄
三
年
日
並
記
」
〜

井　

上　

幸　

治
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輪
院
へ
、
寂
静
院
が
喜
運
院
へ
、
玉
蔵
院
が
松
林
院
へ
、
法
泉
院
が
覚
円
院
へ
、
祥

源
院
が
吉
祥
院
へ
併
合
さ
れ
た⑧
。
こ
う
し
て
現
在
で
は
、
覚
円
・
喜
運
・
吉
祥
・
松

林
・
東
陽
・
法
輪
・
理
正
の
七
院
が
存
続
し
て
い
る
。

二
、
本
堂
な
ど
の
再
建
事
業

元
禄
三
年
は
、
真
如
堂
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
で
あ
っ
た
。

真
如
堂
は
、
寛
文
元
年
正
月
十
五
日
の
火
災
に
よ
っ
て
、
本
堂
・
三
重
塔
な
ど
の

主
要
建
物
を
失
っ
た
。
こ
の
火
災
は
、
内
裏
南
側
に
あ
っ
た
公
家
屋
敷
・
二
条
邸
か

ら
出
火
し
て
お
り
、
主
に
北
・
東
へ
延
焼
し
て
内
裏
・
法
皇
御
所
を
は
じ
め
多
く
の

公
家
邸
を
焼
失
さ
せ
た
大
火
災
で
あ
っ
た⑨
。
真
如
堂
は
被
災
後
、
仮
本
堂
を
建
て
、

諸
建
物
の
再
建
に
取
り
掛
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
五
）
七
月
一
日
に
、
住
職
の
賢
證
法
印
（
己

心
院
）
が
三
三
歳
で
示
寂
す
る
。
今
回
翻
刻
し
た
史
料
で
も
、
毎
月
一
日
に
は
弟
子

衆
が
「
斎
」
に
来
て
い
る
。
し
か
し
己
心
院
示
寂
時
に
後
嗣
で
あ
っ
た
鈴
丸
は
、
ま

だ
出
家
も
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
真
如
堂
は
、
こ
の
後
し
ば
ら
く
住
職

不
在
と
な
っ
て
し
ま
う
。
よ
う
や
く
元
禄
二
年
閏
正
月
十
五
日
に
鈴
麿
が
得
度
。「
尊

通
」
と
名
を
改
め
、
四
月
に
は
権
律
師
へ
叙
さ
れ
て
い
る⑩
。

そ
し
て
元
禄
三
年
九
月
、
よ
う
や
く
本
堂
が
竣
工
し
、
九
月
廿
六
日
に
仮
堂
か
ら

の
遷
仏
が
実
施
さ
れ
た⑪
。
三
〇
年
ぶ
り
の
本
堂
で
あ
る
。
元
禄
三
年
は
、
真
如
堂
に

と
っ
て
念
願
で
あ
っ
た
本
堂
の
再
建
が
成
っ
た
大
き
な
節
目
と
な
る
年
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
前
年
に
行
な
わ
れ
た
鈴
麿
得
度
も
、
住
職
不
在
の
ま
ま
竣

工
・
遷
仏
を
迎
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
出
家
後
に
叙
任
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を

考
慮
し
つ
つ
、
こ
の
本
堂
竣
工
の
日
程
を
見
す
え
て
、
計
画
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
回
の
翻
刻
分
で
は
、
す
で
に
遷
仏
も
済
ん
で
お
り
、
本
堂
再
建
に
直
接
関
わ
る

記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
し
、
十
月
二
日
に
は
尊
通
の
縁
者
で
あ
る
東
本
願
寺

門
跡⑫
か
ら
遷
仏
の
祝
儀
が
も
た
ら
さ
れ
、
遷
座
に
よ
っ
て
役
目
を
終
え
た
仮
堂
は
、

十
一
月
十
七
日
か
ら
解
体
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

本
堂
が
再
建
さ
れ
た
と
は
い
え
、
こ
れ
で
寺
観
再
興
を
終
え
た
わ
け
で
は
な
い
。

三
重
塔
は
ま
だ
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
が
ま
だ
建
設
中
で
あ
っ
た
。
今
回
翻
刻
の

記
事
中
で
も
、
後
門
建
設
が
進
行
し
て
い
る
。
後
門
と
は
、
寺
町
通
側
（
正
面
・
西

側
）
で
は
な
く
東
側
の
通
り
か
、ま
た
は
本
堂
背
後
の
門
と
い
う
意
と
解
す
れ
ば
、北

側
の
今
出
川
通
に
面
し
た
門
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

こ
の
後
門
再
建
に
は
、海
北
友
竹（
一
六
五
四
〜
一
七
二
八
歿
）・
北
向
雲
竹（
一
六
三
二

〜
一
七
〇
三
歿
）
の
二
人
が
参
加
し
て
い
る
。
友
竹
・
雲
竹
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
い

く
つ
か
の
合
作
が
知
ら
れ
て
い
る
が⑬
、そ
の
一
つ
に
岩
瀬
文
庫
所
蔵
「
真
如
堂
縁
起
」

（
真
如
堂
所
蔵
の
写
し
、
元
禄
六
年
跋
）
が
あ
る
。
こ
の
時
の
真
如
堂
再
興
事
業
で
は
、

友
竹
・
雲
竹
が
共
同
し
て
絵
画
制
作
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
友
竹

の
海
北
家
は
、
真
如
堂
の
檀
家
で
は
な
い
も
の
の
、
友
松
（
友
竹
の
祖
父
）
の
墓
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
友
竹
が
中
心
と
な
っ
て
作
業
を
引
き
受
け
、
そ
こ
に
旧
知
の
雲

竹
ら
が
加
わ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

翻
刻
史
料
中
か
ら
二
人
の
活
動
を
抜
き
出
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

十
月　

六
日　

海
北
友
竹
・
専
阿
、
真
如
堂
を
訪
問
。

　
　

十
月
廿
一
日　

友
竹
、
後
門
の
下
絵
を
真
如
堂
に
持
参
。

　
　

十
月
廿
四
日　

北
向
雲
竹
・
専
阿
、
真
如
堂
を
訪
問
。

　

十
一
月　

三
日　

友
竹
、
こ
の
日
か
ら
後
門
の
絵
を
描
き
は
じ
め
る
。

　

十
一
月　

七
日　

友
竹
、
真
如
堂
に
泊
ま
る
。

　

十
一
月
廿
七
日　

後
門
の
絵
、
完
成
す
る
。

後
門
に
描
か
れ
た
の
は
、
釈
迦
三
尊
像
で
あ
り
、
十
一
月
廿
七
日
に
開
眼
供
養
が

実
施
さ
れ
た
。
そ
の
記
述
に
よ
る
と
、
友
竹
は
こ
の
三
尊
像
を
寄
進
し
て
い
る
が
、

友
竹
と
は
別
に
、
専
阿
法
師
が
「
絵
之
具
一
色〔

式
〕」

を
、
張
付
師
五
郎
兵
衛
も
「
張
付
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一
色
」
を
寄
進
し
て
い
る
。
専
阿
は
絵
具
を
調
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
何
ら

か
の
張
付
作
業
も
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

真
如
堂
か
ら
は
、
友
竹
ら
へ
夕
飯
が
振
る
舞
わ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
「
絵
之
手
伝

衆
中
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
友
竹
・
雲
竹
の
二
人
だ
け
で
描
い
た
の
で
は
な
い
こ
と

が
う
か
が
え
、
こ
の
点
は
、
海
北
派
の
活
動
規
模
を
示
す
史
料
と
し
て
も
注
目
で
き

よ
う
。
後
門
に
描
か
れ
た
釈
迦
三
尊
像
は
現
存
し
な
い
が
、
相
当
の
規
模
だ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

友
竹
・
専
阿
は
、
翌
廿
八
日
に
御
礼
に
参
上
し
て
い
る
が
、
友
竹
は
さ
ら
に
「
小

屏
風
」
も
描
く
と
寺
側
へ
伝
え
て
お
り
（
廿
九
日
条
）、
真
如
堂
の
復
興
に
向
け
、
積

極
的
な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
十
二
月
四
日
に
は
、
こ
の
絵
に
対
す
る
「
祝
儀
」
と

し
て
、「
郡
内
二
疋
・
粽
壱
折
」
が
与
え
ら
れ
て
い
る⑭
。

な
お
真
如
堂
は
、
元
禄
五
年
十
二
月
に
再
び
焼
失
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
絵
は
現

存
し
な
い
。
そ
の
後
、
真
如
堂
は
、
元
禄
六
年
三
月
に
現
在
地
を
替
地
と
し
て
与
え

ら
れ
、
四
月
に
敷
地
を
受
け
と
っ
て
い
る
。
本
堂
は
元
禄
十
六
年
八
月
に
な
っ
て
上

棟
を
は
た
し
、宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
九
月
に
よ
う
や
く
本
尊
が
納
め
ら
れ
た⑮
。
こ

れ
が
、
現
存
す
る
本
堂
で
あ
る
。

三
、十
夜
念
仏
と
本
尊
開
帳

①
十
夜
念
仏

真
如
堂
は
天
台
宗
で
あ
る
が
、
十
夜
念
仏
（
十
夜
鉦
）
発
祥
の
寺
院
で
あ
る
。
当

時
、
十
夜
念
仏
は
多
く
の
浄
土
宗
寺
院
で
旧
暦
十
月
五
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
催

さ
れ
催
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、『
京
羽
二
重
』『
都
名
所
車
』
な
ど
の
地
誌
類
に

は
、
十
夜
念
仏
が
浄
土
宗
寺
院
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
記
述
す
る
も
の
が
多
い⑯
。

翻
刻
史
料
か
ら
元
禄
三
年
の
十
夜
念
仏
に
関
す
る
記
事
を
見
て
み
る
。
十
夜
念
仏

は
五
日
の
開
白
に
始
ま
り
、
十
夜
を
へ
た
十
五
日
に
結
願
す
る
が
、
十
五
〜
十
六
日

に
本
尊
を
開
帳
す
る
た
め
、
一
連
の
行
事
が
終
わ
る
の
は
十
六
日
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
間
、
日
中
説
法
・
夕
座
説
法
・
施
餓
鬼
が
毎
日
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
年
は
、
無

量
院
が
多
く
の
説
法
を
つ
と
め
て
い
る
。
六
〜
十
二
日
に
夕
座
説
法
を
つ
と
め
た
覚

成
坊
稟
海
は
江
戸
上
野
の
寛
永
寺
院
家
の
嗣
法
で
あ
っ
た⑰
。
前
年
よ
り
修
行
の
た
め

比
叡
山
に
来
て
お
り
、こ
の
年
の
説
法
に
招
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
稟
海
は
、

十
三
日
に
な
っ
て
急
に
帰
っ
て
し
ま
っ
て
い
る⑱
。
以
後
は
無
量
院
が
夕
座
説
法
を
つ

と
め
た
。
そ
の
代
わ
り
か
、
十
三
日
以
後
は
施
餓
鬼
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

十
夜
念
仏
で
は
、
僧
侶
が
行
な
う
説
法
と
は
別
に
、
十
夜
鉦
（
双
盤
念
仏
）
が
行
な

わ
れ
る
。
当
時
の
様
子
が
、現
在
と
同
等
と
は
限
ら
な
い
が
、現
在
の
十
夜
念
仏
（
十

日
十
夜
別
時
念
仏
会
）
は
、
次
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
る⑲
。
ま
ず
本
堂
内
陣
に
九
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
高
さ
が
あ
る
鉦
座
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
八
人
が
横
一
列
に

座
り
、
各
々
が
直
径
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
鉦
鼓
を
撞
木
で
打
ち
鳴
ら
し
な
が

ら
、
独
特
の
節
を
付
け
な
が
ら
全
員
で
念
仏
を
唱
え
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
行
事
は
、

真
如
堂
十
夜
鉦
講
の
方
々
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
現
状
を
念
頭
に
お
い
て
翻
刻
史
料
を
見
る
と
、
十
夜
念
仏
の
間
、「
四
十
八
人

講
」
の
人
々
が
寺
に
滞
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
講
の
詳
細
は
残
念
な
が
ら
記

さ
れ
な
い
。
た
だ
し
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
平
野
屋
道
有
（
講
頭
）
の
ほ
か
、
十
一
屋
久

有
・
池
田
屋
七
兵
衛
・
栄
味
・
浄
正
ら
の
名
前
を
見
い
だ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、

十
六
日
に
寺
か
ら
帰
っ
て
い
る
。
明
証
は
な
い
が
、
こ
の
四
十
八
人
講
が
十
夜
鉦
と

関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

翻
刻
史
料
に
よ
る
と
、
こ
の
平
野
屋
道
有
は
十
夜
念
仏
を
終
え
た
直
後
の
十
一
月

二
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
葬
儀
は
黒
谷
光
明
寺
で
催
さ
れ
、
真
如
堂
か
ら
も
多
く

の
僧
侶
が
出
向
い
て
い
る
。
六
日
に
は
、
道
有
の
遺
族
と
思
わ
れ
る
平
野
屋
庄
左
衛

門
尉
が
礼
に
来
る
な
ど
、
何
度
か
や
り
取
り
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
葬
儀
は
黒
谷

で
行
な
っ
て
お
り
、平
野
屋
道
有
が
真
如
堂
の
檀
家
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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ま
た
前
記
講
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
十
一
屋
久
有
以
下
の
四
名
は
、
十
二
月
十
日
に
禁

裏
の
南
西
で
発
生
し
た
火
事
に
被
災
し
て
い
る
。
こ
の
火
災
は
、
新
町
通
出
水
附
近

で
出
火
し
、
東
は
間
之
町
、
南
は
勘
解
由
小
路
ま
で
燃
え
広
が
っ
た⑳
。
真
如
堂
と
は
、

禁
裏
を
挟
ん
で
反
対
側
に
あ
た
る
。
上
京
の
町
人
で
は
あ
る
も
の
の
、
門
前
の
住
人

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、四
十
八
人
講
は
、檀
家
以
外
の
信
者
も
含
み
、門
前
の
人
々

と
は
限
ら
な
い
町
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
真

如
堂
十
夜
鉦
講
と
も
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
講
が
十
夜
念
仏
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
史
料
は
い
ま
だ
断
片
的
で
あ
り
、
講
の
具
体
像
に
つ

い
て
、
特
に
十
夜
鉦
（
双
盤
念
仏
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お

き
た
い
。

②
本
尊
開
帳

十
夜
念
仏
の
後
に
行
な
わ
れ
る
本
尊
開
帳
に
は
、
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
。
そ

の
た
め
境
内
は
参
詣
者
で
あ
ふ
れ
、
真
如
堂
の
関
係
者
だ
け
で
は
警
固
に
支
障
を
き

た
す
の
で
あ
ろ
う
。
警
固
雑
色
と
し
て
松
尾
新
五
右
衛
門
ほ
か
三
名
の
名
が
あ
が
っ

て
い
る㉑
。
十
五
日
朝
か
ら
十
六
日
の
昼
迄
の
開
帳
期
間
だ
け
、
雑
色
に
警
固
の
応
援

を
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
十
夜
念
仏
を
催
し
て
い
る
最
中
の
十
一
日
に
、
法
泉
坊
が

町
奉
行
宛
に
雑
色
に
よ
る
警
固
を
依
頼
し
て
お
り
、
即
日
、
了
承
の
旨
が
回
答
さ
れ

て
い
る
。
直
前
・
即
答
と
い
う
経
緯
か
ら
、
す
で
に
恒
例
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
雑
色
衆
へ
は
、
十
六
日
に
振
る
舞
い
が
な
さ
れ
、
十
七
日
に
は
礼
銭
と

し
て
一
貫
九
〇
〇
文
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
町
奉
行
所
か
ら
は
、
目
付
と
し
て
与
力
も
出
張
し
て
い
た
。
こ
の
年
の
目

付
は
、
十
四
日
に
鈴
木
五
郎
兵
衛
・
大
塚
藤
兵
衛
の
二
人
、
十
五
日
に
真
野
八
郎
兵

衛
・
菅
沢
与
兵
衛
の
二
人
で
あ
っ
た㉒
。
東
西
町
奉
行
所
か
ら
一
人
ず
つ
、
派
遣
さ
れ

て
い
る
。
与
力
に
よ
る
目
付
は
、
町
奉
行
所
の
重
要
な
職
務
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
年
の
開
帳
で
は
事
件
が
起
き
て
い
る
。
境
内
で
暴
れ
た
三
人
と
、
河
原
で
相

撲
を
と
っ
た
四
人
が
、
十
五
日
に
捕
縛
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
捕
ら
わ
れ
た
七
人

の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、「
手
向
」
を
し
た
こ
と
が
理
由
と
記
さ
れ
て
お
り
、
い
わ

ば
与
力
に
対
す
る
公
務
執
行
妨
害
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
尊
開
帳
を
終
え
た
十
七
日
、
覚
円
坊
が
与
力
鈴
木
五
郎
兵
衛
の
許
を
訪
ね
、
七

人
の
釈
放
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
る
。
恐
ら
く
七
人
は
、
本
尊
開
帳
に
や
っ
て
き
た

参
詣
者
で
あ
り
、
真
如
堂
の
関
係
者
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
真
如

堂
の
僧
侶
が
「
御
詫
申
上
」
げ
、
七
人
の
釈
放
を
働
き
か
け
て
い
る
。
七
人
は
、
真

如
堂
が
主
催
す
る
行
事
に
参
加
（
参
詣
）
す
る
中
で
捕
ら
え
ら
れ
た
た
め
、真
如
堂
に

も
責
任
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
境
内
警
固
の
依
頼
も
、
そ

の
よ
う
な
責
任
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
理
解
し
や
す
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
元
禄
三
年
十
〜
十
二
月
の
日
並
記
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
。
こ
の
間
、

真
如
堂
（
真
正
極
楽
寺
）
は
大
災
害
か
ら
の
復
興
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
成
果
が

形
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
て
い
た
。
そ
の
絵
画
分
野
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し

た
の
は
、
海
北
友
竹
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
現
在
も
続
く
十
夜
念
仏
に
つ
い
て
、
詳

し
く
記
録
す
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
、
檀
家
で
は
な
い
四
十
八
人

講
の
存
在
が
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
史
料
に
は
、復
興
を
支
え
る
人
々
や
、

篤
い
信
仰
を
寄
せ
る
人
々
の
姿
が
散
見
さ
れ
、
檀
家
だ
け
に
限
ら
な
い
一
般
大
衆
に

支
え
ら
れ
た
近
世
都
市
寺
院
の
姿
を
如
実
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
と
い
え

よ
う
。

一
方
で
は
、
町
方
を
は
じ
め
、
公
家
・
武
家
と
の
交
渉
・
交
流
も
豊
富
に
記
さ
れ

て
お
り
、
た
と
え
ば
『
京
都
町
触
集
成
』
未
収
の
触
も
見
い
だ
せ
る㉓
。
境
内
地
が
上

京
の
町
中
に
位
置
し
、
禁
裏
・
公
家
町
と
隣
接
す
る
こ
と
、
住
職
尊
通
が
公
家
・
正
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親
町
家
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
関
係
す
る
だ
ろ
う
が
、
朱
印
地
一
〇
五

石
を
許
さ
れ
た
洛
中
の
名
刹
と
し
て
、
一
定
の
格
式
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

い
ま
、
視
野
を
京
都
の
寺
院
全
体
に
広
げ
る
と
、
そ
こ
に
は
豊
富
な
日
誌
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
妙
法
院
・
知
恩
院
・
東
本
願
寺
・
仏
光
寺
・
清

水
寺
成
就
院
な
ど
、
翻
刻
・
刊
行
の
進
ん
で
い
る
寺
院
も
数
多
い㉔
。
前
四
者
は
天
台

宗
・
浄
土
宗
・
浄
土
真
宗
の
門
跡
寺
院
で
あ
り
、
後
者
は
東
山
に
そ
び
え
る
庶
民
信

仰
の
名
刹
で
あ
る
。
真
如
堂
は
い
ず
れ
と
も
性
格
を
異
に
し
、
ち
ょ
う
ど
両
者
の
中

間
に
位
置
す
る
寺
院
と
み
な
せ
よ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
本
史
料
は
、
独
自
の
視
点
か
ら
近
世
京
都
の
す
が
た
に
ア
プ
ロ
ー

チ
で
き
る
特
長
を
有
す
、
貴
重
な
日
記
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

注①
真
正
極
楽
寺
（
真
如
堂
）・
当
研
究
会
お
よ
び
翻
刻
に
い
た
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
真

如
堂
記
録
研
究
会
「「
真
如
堂
記
録
」
の
紹
介　

〜
元
禄
二
年
「
鈴
麿
得
度
記
」
〜
」

（『
立
命
館
文
学
』
六
四
四
、二
〇
一
五
年
、以
下
「
前
稿
」）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
鈴
麿

は
、
得
度
す
る
と
「
尊
通
」
と
名
を
改
め
、
真
如
堂
の
住
職
と
な
る
。

②
林
久
美
子「
元
禄
七
年
洛
東
真
如
堂
に
お
け
る
善
光
寺
開
帳
を
め
ぐ
っ
て　

〜
真
如
堂

日
並
記
の
紹
介
を
中
心
に
〜
」（『
京
都
橘
大
学
大
学
院
研
究
論
集　

文
学
研
究
科
』

一
二
、二
〇
一
四
年
）。

③
「
京
童
」「
京
羽
二
重
」
な
ど
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
『
新
修
京
都
叢
書
』
第
一
・
二

（
臨
川
書
店
、
一
九
六
七
・
六
九
年
）
所
収
。

④
大
塚
隆
編
『
慶
長
昭
和
京
都
地
図
集
成
』（
柏
書
房
、
一
九
九
四
年
）
所
収
。

⑤
御
土
居
は
、延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
の
「〔
新
改
〕
内
裏
之
図
」（
京
都
市
歴
史
資
料

館
蔵
、『
叢
書
京
都
の
史
料
14
内
裏
図
集
成　

京
都
御
所
と
公
家
町
』〈
京
都
市
歴
史
資

料
館
、
二
〇
一
六
年
〉
所
収
）
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
早
々
に
撤
去
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
。
境
内
地
の
東
に
は
道
を
挟
ん
で
伏
見
宮
下
屋
敷
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

⑥
寛
文
元
年
正
月
十
五
日
の
火
災
に
つ
い
て
は
、「
続
史
愚
抄
」
五
十
九
（『
国
史
大
系
』

一
五
）
に
詳
し
い
。

⑦
『
華
頂
要
略
』
巻
第
三
十
六
（
門
下
伝　

院
家
伝　

第
三
・
上
乗
院
）。
尊
通
の
係
累

に
つ
い
て
は
、
注
①
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑧
「
京
都
府
寺
誌
稿
」（
京
都
府
行
政
文
書
）。

⑨
「
続
史
愚
抄
」
五
十
九
（『
国
史
大
系
』
一
五
）。

⑩
こ
の
際
の
記
録
が
、「
鈴
麿
得
度
記
」
で
あ
る
。
注
①
前
稿
参
照
。

⑪
『
華
頂
要
略
』
巻
第
三
十
六
（
門
下
伝　

院
家
伝　

第
三
・
上
乗
院
）。

⑫
当
時
の
東
本
願
寺
門
跡
で
あ
る
常
如
光
晴
は
、
尊
通
の
従
兄
。
注
1
前
稿
参
照
。

⑬
二
人
の
合
作
は
、
こ
の
他
に
も
大
阪
・
常
称
寺
所
蔵
「
総
持
寺
縁
起
絵
巻
」
が
知
ら
れ

る
。
ま
た
『
近
世
畸
人
伝
』
巻
一
（
東
洋
文
庫
２
０
２
、
平
凡
社
）
に
も
逸
話
が
載

る
。

⑭
「
郡
内
」
と
は
、郡
内
織
（
甲
州
郡
内
地
方
産
の
織
物
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
十
月

廿
日
条
に
も
「
郡
内
絹
一
疋
」
と
見
え
、当
時
の
京
都
で
も
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
一
般
的
に
郡
内
織
は
、
寛
文
年
間
か
ら
産
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ

る
。

⑮
『
華
頂
要
略
』
巻
第
三
十
六
（
門
下
伝　

院
家
伝　

第
三
・
上
乗
院
）。

⑯
『
京
都
叢
書
』
第
二
・
五
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
・
六
九
年
）
所
収
。

⑰
「
東
叡
山
子
院
現
住
法
脈
記
」（『
天
台
宗
全
書
』
第
二
十
四
巻
所
収
）。

⑱
覚
成
院
は
元
禄
四
年
に
示
寂
し
、稟
海
が
院
家
を
受
け
つ
い
で
い
る
。
稟
海
が
説
法
を

途
中
で
辞
退
し
、「
用
事
有
之
由
ニ
而
帰
寺
」
と
い
う
の
も
、
様
態
悪
化
等
の
報
せ
が

江
戸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、急
い
で
江
戸
へ
戻
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

⑲
「
第
31
回　

京
都
市
指
定
・
登
録
文
化
財
」『
京
都
市
文
化
財
ブ
ッ
ク
ス　

第
28
集　

平
安
京
』（
京
都
市
文
化
市
民
局
文
化
財
保
護
課
、二
〇
一
四
年
三
月
）。
日
程
は
十
一

月
五
〜
十
五
日
。

⑳
『
通
誠
公
記
』
元
禄
三
年
十
二
月
十
日
条
。

㉑
『
京
都
の
歴
史　

第
十
巻　

年
表
・
事
典
』（
京
都
市
史
編
さ
ん
所
、
一
九
八
〇
年
三

月
。
初
版
は
一
九
七
六
年
一
〇
月
）
に
よ
る
と
、こ
の
年
の
南
東
を
担
当
す
る
雑
色
の

名
は
、松
尾
左
兵
衛
（
松
尾
四
五
右
衛
門
が
後
見
）
と
な
っ
て
い
る
。
十
月
十
五
日
条

の
「
新
五
右
衛
門
」
は
、
後
見
人
で
あ
っ
た
四
五
右
衛
門
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
が
、
新

五
右
衛
門
は
先
祖
の
名
で
も
あ
る
の
で
、四
五
右
衛
門
が
一
時
期
そ
の
よ
う
に
名
乗
っ



一
七

「
真
如
堂
記
録
」
の
紹
介
（
二
）

17

て
い
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

㉒
京
都
町
奉
行
与
力
に
つ
い
て
は
、井
上
幸
治
「
寛
文
〜
元
禄
期
に
お
け
る
京
都
町
奉
行

与
力
の
編
成
」（『
京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
』
二
六
、二
〇
一
六
年
二
月
）
参
照
。

㉓
た
と
え
ば
、十
月
廿
九
日
条
に
は
朝
鮮
人
参
調
に
関
す
る
触
書
（
九
月
廿
九
日
付
）
が
、

十
一
月
八
日
条
に
は
捨
子
に
関
す
る
触
書
（
十
月
付
）
が
、書
き
写
さ
れ
て
い
る
。
な

お
朝
鮮
人
参
調
に
つ
い
て
は
、京
都
町
触
研
究
会
編
『
京
都
町
触
集
成
』
別
巻
三
（
岩

波
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
二
一
五
頁
に
関
係
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

㉔
『
妙
法
院
日
次
記
』
一
〜
二
四
（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
八
木
書
店
、
一
九
八
四
〜

二
〇
一
三
年
）、『
知
恩
院
史
料
集　

日
鑑
篇
』
一
〜
三
〇
（
総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂

所
、
一
九
七
四
〜
二
〇
一
五
年
）、『
仏
光
寺
御
日
記
』
一
〜
四
（
本
山
仏
光
寺
、

一
九
八
五
〜
八
九
年
）、『
清
水
寺
成
就
院
日
記
』
一
〜
四
（
音
羽
山
清
水
寺
、二
〇
一
五

〜
一
九
年
）、『
東
本
願
寺
史
料
』（
宗
学
院
、
一
九
三
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

 

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
あ
げ
た
以
外
に
も
、
記
録
史
料
を
有
す
寺
院
は
多
く
あ
り
、
そ

の
点
は
神
社
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
量
の
史
料
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
佛
教
大
学
非
常
勤
講
師
）

写真 1　己心院賢證墓碑（真正極楽寺墓地）
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「
元
禄
三
年
日
並
記
」

【
凡
例
】

一  

、
本
史
料
は
、
真
正
極
楽
寺
（
真
如
堂
、
京
都
市
左
京
区
）
が
所
蔵
す
る
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）
の
日
並
記
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

一  

、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
原
則
に
し
た
が
っ
た
。

1  　

原
則
と
し
て
新
字
・
常
用
漢
字
・
通
常
の
字
体
を
用
い
、
旧
字
・
異
体
字
・

変
体
仮
名
な
ど
は
用
い
な
い
。
た
だ
し
固
有
名
詞
・
人
名
等
は
そ
の
限
り
で
は

な
い
。

2　

合
体
字
の
う
ち
、「
ゟ
」
は
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

3　

小
文
字
で
書
か
れ
た
送
り
仮
名
や
割
書
は
、本
文
中
に
〈　

〉
内
で
示
し
た
。

4  　

破
損
・
虫
損
な
ど
に
よ
っ
て
解
読
で
き
な
い
部
分
は
、
お
お
よ
そ
の
字
数
を

類
推
し
、
□
で
示
し
た
。
類
推
で
き
な
い
場
合
は
、﹇　

﹈
と
し
た
。

5　

原
文
の
抹
消
・
挿
入
は
、
そ
の
ま
ま
本
文
へ
反
映
し
た
。

6　

平
出
・
闕
字
な
ど
の
表
現
は
、
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

一  

、
原
本
の
改
丁
・
表
裏
は
、
末
尾
に
（ 

」 

）
を
付
し
て
示
し
た
。

一  

、
適
宜
、
本
文
に
読
点
（
、）・
並
列
点
（
・
）
を
補
っ
た
。

一  

、
誤
字
・
脱
字
を
は
じ
め
、
人
名
な
ど
の
注
記
を
、
本
文
右
傍
の
〔　

〕
内
に
示
し

た
。
な
お
、
初
出
の
み
に
止
め
た
。

一  

、
原
本
に
は
、
各
条
項
の
冒
頭
部
に
、
小
さ
な
朱
円
（
写
真
1
）
を
書
き
加
え
た
と

こ
ろ
が
見
出
さ
れ
る
が
、
反
映
は
し
て
い
な
い
。

一  

、翻
刻
に
あ
た
っ
て
用
い
た
写
真
画
像
は
、立
命
館
大
学
文
学
部
の
有
志
に
よ
る
真

如
堂
記
録
研
究
会
が
、
二
〇
一
四
年
度
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
至
る

経
緯
や
、
撮
影
作
業
の
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
真
如
堂
記
録
研
究
会
「『
真
如
堂
記

録
』
の
紹
介　

〜
元
禄
二
年
「
鈴
麿
得
度
記
」
〜
」（『
立
命
館
文
学
』
六
四
四
号
、

二
〇
一
五
年
一
〇
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一  

、
本
史
料
の
翻
刻
は
、
原
則
と
し
て
、
十
・
十
一
月
分
は
井
上
幸
治
（
佛
教
大
学
非
常

勤
講
師
・
京
都
市
歴
史
資
料
館
館
員
）
が
、
十
二
月
分
は
中
嶋
愛
（
都
城
市
教
育
委
員

会
）
が
行
な
っ
た
が
、
井
上
が
改
め
て
十
〜
十
二
月
全
て
を
補
訂
・
編
集
し
、
解

題
を
執
筆
し
た
。

一  

、
本
史
料
の
撮
影
・
翻
刻
お
よ
び
本
稿
の
発
表
に
あ
た
っ
て
は
、

　

  

貫
主
奥
村
慶
淳
様
を
は
じ
め
と
す
る
真
正
極
楽
寺
真
如
堂
の
方
々
お
よ
び
、
石
川

登
志
雄
氏
（
京
都
産
業
大
学
）
よ
り
便
宜
を
得
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、
深
甚
な
る
謝

意
を
表
す
。

写真 2　10 月 2日条の朱円書込
（矢印下の円形部）
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【
翻
刻
】

（
外
表
紙
）「
元
禄
三
年
〈
庚
午
〉

　
　
　
　
　

冬
日
並　
　
　
　

鈴
声
山

　
　
　
　
　
　

春
夏
秋
不
足　
　
　
　

」

（
内
表
紙
）「
元
禄
三
〈
庚
午
〉

　
　
　
　
　
　

冬
日
並　
　
　

鈴
声
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

甲
乙
丙
丁
戊
己
庚
辛
壬
癸　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

十
月
大

朔
日
〈
戊
午
〉
曇
天

一
、
己〔

賢
證
・
先
住
〕

心
院
法
印
御
忌
日
、
御
弟
子
衆
斎
〈
ニ
〉
入
来
、

一
、
院
家
本
堂
・
諸
堂
并
己
心
院
御
廟
〈
へ
〉
御
参
詣
、

一
、
院
家
法
泉
房
〈
へ
〉
御
振
舞
〈
ニ
〉
御
こ
し
、

一
、〔

尊
証
法
親
王
〕

青
門
様
坊
官
中
ゟ
之
触
書
、
十〔

宥
純
〕

乗
院
殿
ゟ
到
来
、
一

読
候
テ
尊〔

公
寛
〕

勝
院
殿
〈
へ
〉
被
遣
、
如
例
年
宗
門
改
被 
」

成
、
伝
奏
衆
迄
十
月
中
〈
ニ
〉
被
遣
候
様
と
の
御
事
也
、

来
年
ゟ
ハ
御
触
被
成
間
敷
候
間
、
例
年
十
月
〈
ニ
〉

被
相
改
候
而
可
被
遣
由
也
、

一
、
祠
堂
、
七
日
別
時
開
白
、

一
、
安〔

季
逸
・
楽
人
〕

倍
信
濃
守
、
先
日
之
為
御
礼
入
来
、

二
日
〈
己
未
〉
晴
天

一
、
尊
勝
院
殿
ゟ
遷
座
之
為
御
祝
儀
、
白
銀
二
枚 

」

到
来
、
使
僧
三〔

豪
然
〕

光
院
へ
御
院
家
御
対
面
、

一
、
東〔

一
如
光
海
〕

御
門
跡
ゟ
遷
座
之
為
御
祝
儀
、
御
樽
壱
荷
・

御
肴
二
種
二
箱
到
来
、
御
使
者
山
元
孫
四
郎
〈
へ
〉
御

対
面
、
御
返
答
被
仰
入
也
、

一
、十
乗
院
殿
御
出
、　　

一
、
願
王
院
権
僧
正
〈
へ
〉
名
酒
壱
徳
〈
り
〉

御
進
上
、　　

一
、
磯
田
立
安
入
来
、　　

一
、
御
所
柿
・
さ〔

柘
榴
〕

く
ろ
壱
折

さ
わ
ら
木
町
妙
永
ゟ
到
来
、

三
日
〈
庚
申
〉
曇
天 

」

一
、
證
智
房
入
来
、
松
茸
壱
折
持
参
、

四
日
〈
辛
酉
〉
曇
天

一
、
宗
門
改
帳
相
調
、
青
御
門
主
様
坊
官
中
迄
、
被
遣
之
、

各
当
如
左
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
如
堂
上
乗
院
役
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚〔
賢
盛
〕

円
房
印
判

　

柳
原
前
大〔

資
廉
〕

納
言
様
雑
掌

　
　
　
　

田
付
主
膳
殿

　
　
　
　

岡
本
玄
蕃
殿 

」

　

千
種
前
中〔

有
維
〕

納
言
様
雑
掌

　
　
　
　

家
所
図
書
殿

　
　
　
　

多
田
数
馬
殿

五
日
〈
壬
戌
〉
雨
降
ル

一
、
昨
日
当
前
町
・
大
原
口
町
・
立
本
寺
町
ゟ
行
事
使
〈
ニ
〉
テ
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口
上
、
今
出
川
築
地
ミ
き
わ
〈
ニ
〉
捨
子
有
之
候
〈
ニ
〉
付
、
銀

五
十
目
付
候
而
有
付
申
候
間
、
御
寺
ゟ
も
割
付 

」

之
銀
子
御
出
〈
シ
〉
被
成
被
下
候
様
と
申
来
〈
ニ
〉
付
、
今
日

覚
円
房
三
丁
目
之
年
寄
〈
へ
〉
被
参
、
昨
日
ハ
御
使
之

趣
致
承
知
候
、
乍
然
築
地
之
外
ハ
此
方
ゟ
支
配

不
仕
候
、
そ
れ
故
、
用
木
を
置
申
候
節
も
、
何
茂
御
断

申
入
候
而
、
置
申
候
、
其
上
此
方
之
儀
、
御
代
々
諸

役
御
免
除
之
御　

朱
印
頂
戴
仕
罷
在
候
、

そ
れ
故
、
此
以
前
朝
鮮
人
来
朝
之
時
分
、

入
目
之
割
付
代
官
衆
ゟ
知
行
所
〈
へ
〉
申
来
候
へ
共
、
諸 

」

役
御
免
故
、
右
之
割
付
も
出
〈
シ
〉
不
申
候
、
只
今
此
割
付

少
分
之
儀
〈
ニ
〉
ハ
候
へ
共
、
重
而
之
例
〈
ニ
〉
成
候
間
、
割
付
と

有
之
候
而
ハ
出
〈
シ
〉
申
候
儀
不
罷
成
候
由
、
段
々
申
入
言
上
〈
ニ
〉
而

是
ハ
捨
子
不
便
〈
ニ
〉
候
間
、
捨
子
〈
へ
〉
遣
申
候
由
〈
ニ
〉
テ
青
銅

百
疋
遣
也
、
三
町
之
年
寄
段
々
御
尤
〈
ニ
〉
奉
存
候
、
其

段
町
中
〈
ヘ
〉
可
申
聞
由
、
返
答
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
前
町　

年
寄　

庄
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
本
寺
前
町
年
寄　

新
九
郎 
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
出
川
大
原
口
町
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
等

右
之
通
〈
ニ
〉
候
間
、
重
而
相
心
得
可
申
者
也
、

一
、三
町
之
行
事
使
〈
ニ
而
〉
先
刻
者
捨
子
〈
ヘ
〉
鳥
目

百
疋
被
遣
忝
奉
存
候
、
為
御
礼
行
事
罷
出
候
由
也
、

一
、
如
例
年
、
宗
門
改
帳
相
調
、
町
代
梅
村
四
郎
兵
衛

方
迄
為
持
遣
候
也
、 

」

一
、
酉
之
刻
、
如
嘉
例
十
日
十
夜
之
開
白
院
家

大
衆
本
堂
〈
へ
〉
御
出
仕
、
阿
弥
陀
経
読
誦
、
其
以
後

於
方
丈
如
例
年
祝
儀
出
〈
ル
〉
也
、
院
家
衣
躰
素
絹

五
條
、
大
衆
直
綴
小
五
條
也
、

一
、
山
科
三〔

持
言
〕

位
殿
ゟ
御
老
母
御
死
去
御
悔
御
贈
経

之
為
御
礼
、
使
者
来
〈
ル
〉
也
、

六
日
〈
癸
亥
〉
曇
天 

」

一
、
海
北
友
竹
・
専
阿
入
来
、　　

一
、
日
中
説
法
、
無
量
院
、

一
、
於
本
堂
施
餓
鬼
執
行
、
導
師
無
量
院
、

施
主
法
泉
房
取
次
、　　

一
、
岡
本
内
記
入
来
、

一
、
山
添
三
右
衛
門
入
来
、
菊
花
持
参
、

一
、
夕
座
説
法
、
覚（

稟
海
）

成
坊
、

七
日
〈
甲
子
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、
無
量
院
、　　

一
、
於
本
堂
施
餓
鬼
執
行
、 

」

導
師
無
量
院
、
施
主
法
泉
房
旦
方
、

一
、
洞
空
上
人
〈
へ
〉
菊
花
・
押
餅
五
枚
被
遣
也
、

一
、
山
元
宗
因
、
吉
野
葛
一
箱
持
参
、
院
家
〈
へ
〉
始
而
御

目
見
被
致
、
講
中
道
有
同
道
也
、

一
、
山
門
鷄
定
院
法
印
御
入
来
、　　

一
、
夕
座
説
法
覚
成
房
、

八
日
〈
乙
丑
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、
無
量
院
、　　

一
、
施
餓
鬼
、
導
師
無
量
院
、 

」

施
主
昨
日
同
断
、　　

一
、
夕
座
説
法
、
覚
成
坊
、
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九
日
〈
丙
寅
〉
曇
天

一
、
東
御
門
跡
ゟ
御
使
者
、
杉
原
十
帖
紗
綾
壱
巻

到
来
、
御
児
御
所
江
戸
儀
相
済
ミ
御
役
義
之
御

返
礼
也
、
御
使
者
藤
井
八
郎
左
衛
門
〈
へ
〉
院
家
御
対
面
、
御

返
答
被
仰
也
、　　

一
、
日
中
説
法
、
無
量
院
、

一
、
於
本
堂
施
餓
鬼
執
行
、
導
師
無
量
院
、
施
主 

」

昨
日
同
断
、　　

一
、
夕
座
説
法
、
覚
成
房
、

一
、
ミ
の
屋
市
右
衛
門
ゟ
新
そ
ば
上
〈
ル
〉、

十
日
〈
丁
卯
〉
雨
降
〈
ル
〉

一
、
日
中
説
法
、
無
量
院
、　　

一
、
於
本
堂
施
餓
鬼
執
行
、

導
師
無
量
院
、　　

一
、
岡
本
内
記
入
来
、

一
、
夕
座
説
法
、
覚
成
坊
、 

」

十
一
日
〈
戊
辰
〉
曇
天

一
、
願
王
院
権
僧
正
今
日
参　

内
、
依
之
為
御
祝
儀

御
樽
〈
壱
荷
〉
御
肴
両
種
〈
二
箱
〉
被
遣
之
也
、

一
、
日
中
説
法
、
無
量
院
、　

御
本
尊
御
開
帳
東〔

純
盛
〕

養
房

被
相
勤
也
、　　

一
、
於
本
堂
施
餓
鬼
執
行
、

導
師
無
量
院
、
施
主
昨
日
同
断
、

一
、
小〔

守
里
・
京
都
西
町
奉
行
〕

出
淡
路
守
殿
〈
へ
〉
書
状
被
遣
、
如
例
年
十
五
日
朝
ゟ 

」

十
六
日
之
昼
迄
、
雑
色
衆
雇
申
度
由
、
被
仰
遣
候
処
、

被
得
其
意
雑
色
可
申
付
之
由
、
御
返
答
候
也
、
使
僧

法
泉
房
、　　

一
、
前
町
両
組
〈
へ
〉
如
例
年
御
樽
壱
荷
・

青
銅
二
百
疋
被
遣
之
、
後
刻
両
年
寄
礼
〈
ニ
〉
来
〈
ル
〉
也
、

一
、
尊
勝
院
殿
〈
へ
〉
御
状
被
遣
、
去
〈
ル
〉
比
、
遷
座
御

祝
儀
到
来
之
御
礼
也
、

一
、
願
王
院
権
僧
正
〈
へ
〉
御
院
家
御
見
舞
、

一
、
夕
座
説
法
、
覚
成
房
、 

」

十
二
日
〈
己
巳
〉
雲
天

一
、
日
中
説
法
、
無
量
院
、　　

一
、
於
本
堂
施
餓
鬼
、
導
師

無
量
院
、
施
主
昨
日
同
断
、　　

一
、
山
門
花
王
院

入
来
、　　

一
、
正
親
町
中〔

公
通
〕

納
言
様
御
出
、
御
吸
物
・
御
酒

出
〈
ス
〉
也
、　　

一
、
夕
座
説
法
、
覚
成
房
、

十
三
日
〈
庚
午
〉
曇
天 

」

一
、
願
王
院
権
僧
正
ゟ
御
使
僧
、
紗
綾
壱
巻
到
来
、

一
、
日
中
説
法
、
無
量
院
、　　

一
、
覚
成
房
用
事
有
之
由
ニ
而

帰
寺
、　　

一
、
岡
田
内
匠
ゟ
尊
勝
院
殿
法
眼　

勅
許

之
日
限
書
付
ニ
而
来
〈
ル
〉、　　

一
、
願
王
院
明
朝
飯
〈
ニ
〉

御
出
可
有
由
申
来
ル
也
、　　

一
、
夕
座
説
法
、
無
量
院
、

十
四
日
〈
辛
未
〉
雨
降
ル

一
、
願
王
院
権
僧
正
御
振
舞
、
覚
前
坊
其
外 

」

御
家
来
衆
御
相
伴
〈
ニ
〉
入
来
、
徳
行
院
〈
へ
〉
御
出

御
相
伴
頼
入
候
由
被
仰
遣
候
処
、
留
守
候
由
〈
ニ
而
〉、
返
答

無
之
也
、　　

一
、
日
中
説
法
、
無
量
院
、
夕
座

同
断
、　　

一
、
如
例
年
、
御
出
入
衆
入
来
、
仏
餉
百

姓
共
相
詰
申
也
、　　

一
、
向
井
元
瑞
子
息
死
去
、

今
晩
東
山
〈
ニ
〉
而
葬
礼
有
之
、
引
導
師
無
量
院
、



二
二

22

一
、
多
賀
主
計
殿
御
出
、　

 

一
、
夜
〈
ニ
〉
入
当
御
奉
行
被
仰
付
之

由
ニ
テ
鈴〔

西
町
奉
行
与
力
〕

木
五
郎
兵
衛
・
大〔

東
町
奉
行
与
力
〕

塚
藤
兵
衛
目
付
〈
ニ
〉
被
参
〈
ニ
〉
付
、 

」

為
御
目
付
御
出
之
由
、
御
太
義
〈
ニ
〉
存
候
、
く
る
し
か
ら
す
候

者
、
御
立
寄
被
成
間
敷
哉
之
由
、
被
仰
遣
也
、
使
僧

智
乗
房
、
御
念
入
忝
奉
存
候
、
し
の
び
之
義
ニ
候
故
、
御

尋
不
申
入
候
由
返
答
〈
ニ
〉
而
、
夜
半
時
分
迄
寺
内
〈
ニ
〉
居
被

申
也
、

十
五
日
〈
壬
申
〉
晴
天 

」

一
、
寅
之
刻
、　

御
本
尊
御
開
帳
、
院
家
御
出
仕
、

開
帳
東
養
坊
、
十
念
無
量
院
被
相
勤
也
、

一
、
御
公
儀
ゟ
為
警
固
松〔

四

座

雑

色

後

見

〕

尾
新
五
右
衛
門
・
与
右
衛
門
・
九
郎
右
衛
門
・

新
右
衛
門
参
着
、
宿
房
常
照
房
同
道
〈
ニ
テ
〉
方
丈
〈
へ
〉

入
来
、
御
院
家
御
対
面
、
御
料
理
如
例
年
御

馳
走
也
、　　

一
、
東
養
房
入
来
、
御
院
家
御
相
伴
被
致
也
、

一
、
御
茶
口
切
、
御
本
尊
〈
へ
〉
御
茶
湯
〈
ニ
〉
被
上
也
、

一
、
日
中
夕
座
説
法
、
無
量
院
、 

」

一
、
夜
ニ
入
、
為
目
付
真〔

西
町
奉
行
与
力
〕

野
八
郎
兵
衛
・
神〔

東
町
奉
行
与
力
〕

沢
与
兵
衛
被
参
、

寺
内
〈
ニ
〉
而
あ
ば
れ
も
の
三
人
御
と
ら
へ
、
又
河
原
〈
ニ
〉
而
相
撲

取
も
の
四
人
御
と
ら
へ
、
以
上
七
人
し
ば
ら
れ
候
故
、
此
者
共

之
義
御
詫
申
度
存
候
、
如
何
可
有
哉
と
松
尾
新
五
右
衛
門
〈
へ
〉

覚
円
房
相
談
被
申
候
処
、
御
尤
〈
ニ
〉
奉
存
候
、
乍
然
公
儀
之

衆
へ
手
向
〈
ニ
〉
仕
候
間
、
御
同
心
有
間
敷
候
間
、
先
重
而
之
義
〈
ニ
〉

被
成
可
然
奉
存
候
由
〈
ニ
〉
付
、
先
其
分
〈
ニ
〉
指
置
申
也
、
扨

丑
之
時
比
迄
目
付
衆
ヲ
入
、
其
以
後
御
と
ら
へ
候
者
共 

」

召
連
御
帰
〈
り
〉、
縄
取
〈
ニ
〉
此
方
之
下
人
遣
申
也
、

一
、
真
野
八
郎
兵
衛
・
神
沢
与
兵
衛
御
両
人
、
役
者
覚
円
房
御

呼
候
而
、
本
堂
之
検
分
も
今
晩
仕
舞
申
候
間
、
左
様
〈
ニ
〉

御
心
得
候
様
〈
ニ
と
〉
被
申
渡
〈
ニ
付
〉、
忝
奉
存
候
、
弥
宜
様
〈
ニ
〉
御

取
成
願
上
候
由
、
返
答
被
申
也
、

一
、
如
嘉
例
、
御
出
入
衆
不
残
入
来
、

一
、
今
日
夥
敷
参
詣
也
、 

」

十
六
日
〈
癸
酉
〉
晴
天

一
、
辰
之
上
刻
、
雑
色
衆
警
固
〈
ニ
〉
テ
御
院
家
・
無
量
院
・

東
養
房
、
本
堂
ヘ
御
出
仕
、
十
日
十
夜
之
回
向
説

法
、
十
念
無
量
院
、
閉
帳
東
養
房
、
被
相
勤
也
、

一
、
雑
色
衆
〈
へ
〉
如
例
年
於
方
丈
馳
走
、
諸
事
首
尾

能
相
済
帰
宅
也
、
講
中
出
入
衆
中
〈
ニ
〉
も
被
帰
也
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、 

」

十
七
日
〈
甲
戌
〉
晴
天
、
夜
ニ
入
雨
降
〈
ル
〉

一
、
小
出
淡
路
守
殿
〈
へ
〉
役
者
覚
円
房
〈
ヲ
〉
以
、〔

マ
マ
・
以
下
同
〕

密
柑
一
籠

被
遣
、
口
上
之
覚
、
如
例
年
、
雑
色
衆
警
固
〈
ニ
〉
被

仰
付
、
十
夜
回
向
相
勤
、
殊
〈
ニ
〉
御
目
付
衆
迄

被
遣
候
故
、
諸
事
首
尾
よ
く
御
座
候
而
、
別
而
忝

奉
存
候
由
也
、　　

一
、
前〔

直
勝
・
京
都
東
町
奉
行
〕

田
安
芸
守
殿
〈
へ
〉
も
覚
円
房
参

上
、
如
例
年
、
御
月
番
ゟ
雑
色
被
仰
付
、
首
尾 

」

能
十
夜
相
勤
、
忝
奉
存
候
、
殊
更
御
目
付
衆
被

遣
候
故
、
別
而
首
尾
能
忝
奉
存
候
由
也
、

一
、
真
野
八
郎
兵
衛
・
神
沢
与
兵
衛
〈
へ
〉
も
一
昨
夜
〈
ハ
〉
御
目
付

と
し
て
御
出
、
殊
〈
ニ
〉
や
か
ま
し
き
義
共
有
之
、
別
而
御
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大
義
〈
ニ
〉
存
候
、
且
又
本
堂
御
検
分
被
成
置
存
候
、
為

御
礼
覚
円
房
指
遣
申
候
由
也
、

一
、
覚
圓
坊
心
得
〈
ニ
〉
而
、
鈴
木
五
郎
兵
衛
方
〈
へ
〉
被
参
、
十
五
日
之
夜
〈
ニ
〉

し
ば
ら
れ
申
候
者
共
、
御
詫
申
上
度
存
候
由
そ
と
相
尋 

」

被
申
候
処
、
先
御
存
知
無
之
分
〈
ニ
〉
被
成
可
然
之
由
〈
ニ
〉
付
、
左
候
ハ
バ
、

御
詫
申
上
候
而
可
然
時
分
〈
ニ
〉
そ
と
御
手
紙
可
被
下
候
由
、
頼
置

被
申
也
、

一
、
鳥
目
壱
貫
九
百
文
如
例
年
松
尾
新
五
右
衛
門
方
〈
へ
〉

十
夜
警
固
之
為
礼
被
遣
之
、
御
使
者
藤
川
㐂
兵
衛
、

一
、
甲
良
左
入
一
周
忌
〈
ニ
〉
付
、
金
子
二
百
疋
来
〈
ル
〉、
依
之

元
真
如
堂
廟
所
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
少
二
参
詣
、

一
、
如
例
年
今
日
銭
ツ
ナ
ギ
、　　

一
、
院
家
本
堂
〈
ニ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、」

十
八
日
〈
乙
亥
〉
晴
天

一
、
服
部
新
兵
衛
・
吉
村
平
八
・
岡
本
右
近
、
宿
ゟ
重
之
内

上
ル
、
何
茂
い〔

亥
子
〕

の
こ
之
祝
義
也
、

一
、
お
な
さ
ゟ
重
之
内
・
菊
花
被
上
、
浅
川
文
七
ゟ
江
戸

土
産
之
由
〈
ニ
〉
而
、
扇
子
二
本
到
来
、

一
、
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、 
」

十
九
日
〈
丙
子
〉
晴
天

一
、
元
雄
一
七
日
向
井
元
瑞
後
家
参
詣
、
香
資
持
参
、
少
二
勤
行
〈
ニ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
山
〈
へ
〉
参
詣
、

廿
日
〈
丁
丑
〉
晴
天

一
、
法
輪
坊
真
純
卅
五
日
御
院
家
御
斎
〈
ニ
〉
御
こ
し
、

一
、
梅
辻〔

職
久
〕

主
膳
入
来
、　　

一
、
法
輪
房
ゟ
今
朝
之
為
御
礼
白
銀

壱
包
被
上
也
、　　

一
、
岩
田
屋
太
郎
兵
衛
〈
へ
〉
普
請
成
就
〈
ニ
〉

付
、
為
御
祝
義
郡
内
絹
一
疋
被
遣
、
是
ハ
普
請
中 

」

取
持
被
申
為
礼
也
、
後
刻
御
礼
〈
ニ
〉
入
来
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、

廿
一
日
〈
戊
寅
〉
晴
天

一
、
海
北
友
竹
、
後
門
下
絵
持
参
、

一
、
御
院
家
常
照
房
〈
へ
〉
夕
飯
御
ふ
る
ま
い
〈
ニ
〉
御
こ
し
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、 

」

廿
二
日
〈
己
卯
〉
晴
天

一
、万
里
小
路
大〔

淳
房
〕

納
言
殿
御
腫
物
気
〈
ニ
〉
付
、
為
御
見
舞

御
使
者
被
遣
、
一
両
日
ハ
御
快
由
也
、

一
、
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、

廿
三
日
〈
庚
辰
〉
曇
天
、
夜
〈
ニ
〉
入
大
雨
降
〈
ル
〉

一
、
御
院
家
七
条
〈
ニ
〉
御
こ
し
、
精
籠
二
担
御
持
参
、 

」

一
、
薬〔

秀
胤
〕

樹
院
御
出
、　　
　

一
、
慈
門
院
御
出
、

廿
四
日
〈
辛
巳
〉
曇
天
、
風
は
け
し
、
夜
中
雨
降
〈
ル
〉

一
、
竹〔

良
尚
入
道
親
王
〕

御
門
主
様
御
加
行
御
成
就
之
為
御
祝
義
、

御
使
僧
密
柑
壱
籠
献
上
、
使
僧
正
明
坊
参
上
、

御
取
次
西
池〔

依
季
〕

主
膳
、　　

一
、
院
家
七
条
ゟ
御
帰
〈
リ
〉、

昨
日
御

治
被
遊
也
、 

」

一
、
願
王
院
権
僧
正
明
日
吉
野
〈
へ
〉
御
帰
〈
リ
ニ
〉
付
、
為
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御
暇
乞
、
御
院
家
御
見
舞
、
御
留
守
之
由
也
、

後
刻
為
御
礼
御
使
僧
来
〈
ル
〉、

廿
五
日
〈
壬
午
〉
曇
天
、
風
は
け
し

一
、
御
知
行
収
納
、　　

一
、
於
本
堂
施
餓
鬼
、
導
師

無
量
院
、　　

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
出
仕 

」

廿
六
日
〈
癸
未
〉
晴
天

一
、
藤
林
道
寿
入
来
、
青
銅
百
疋
持
参
、
御
院
家
御
対

面
、　　

一
、
御
口
切
、
惣
寺
中
御
振
舞
被
成
也
、

一
、
岡
本
内
記
、
祖
泉
入
来
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、 

」

廿
七
日
〈
甲
申
〉
雨
降
〈
ル
〉

一
、
慈
門
院
〈
へ
〉
先
日
見
舞
候
為
御
礼
、
御
手
紙
被
遣
也
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、

廿
八
日
〈
乙
酉
〉
晴
天

一
、
東
門
跡
〈
へ
〉
為
御
見
舞
密
柑
壱
籠
被
遣
、
御
使
者

服
部
新
兵
衛
、 
」

廿
九
日
〈
丙
戌
〉
雨
天

一
、
町
代
ゟ
触
書
如
左
、

　
　
　
　
　

覚

　

朝
鮮
人
参
調
之
儀
、
病
家
〈
ニ
〉
而
無
之
者
利
徳
之

　

た
め
買
置
候
様
〈
ニ
〉
相
聞
候
、

　

一
、
奉
公
人
ハ
其
家
之
用
人 

」

　

一
、
寺
社
方
ハ
本
寺
又
ハ
触
頭
、

　

一
、
御
領
は
御
代
官
、
私
領
は
地
頭
之
用
人
、

　

一
、
浪
人
・
町
人
ハ
其
所
之
名
主
・
五
人
組
、

　
　

右
判
鑑
、
先
達
而
宗
対〔

義
真
〕

馬
守
家
来
方
〈
へ
〉

　
　

遣
置
証
文
〈
を
〉
以
、
向
後
調
可
申
候
、

　
　
　
　

九
月
廿
九
日 

」

　

右
之
通
洛
中
可
令
触
知
者
也
、

　
　
〈
午
ノ
〉
十
月
十
六
日　
　
　
　

上
京
町
代

右
之
通
御
触
出
申
候
間
、
御
覧
之
御
方
ゟ
順
々

無
滞
御
ま
わ
し
可
被
成
候
、
尤
留
候
方
ゟ
此
方
〈
へ
〉

御
く
た
し
可
被
成
候
、

右
中
御
霊
ゟ
始
、
当
寺
〈
ニ
〉
て
留
ル
故
、
則
一
覧

候
而
、
梅
村
四
郎
兵
衛
方
〈
へ
〉
返
シ
遣
者
也
、 

」

右
之
触
書
寺
中
〈
へ
〉
も
書
付
〈
ニ
〉
而
ま
わ
し
申
也
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、

晦
日
〈
丁
亥
〉
晴
天

一
、
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、

一
、一
山
月
並
之
請
書
何
茂
出
座
、 

」

　

十
一
月

朔
日
〈
戊
子
〉
晴
天

一
、
己
心
院
御
忌
日
、
御
弟
子
衆
斎
〈
ニ
〉
入
来
、

一
、
御
院
家
、
本
堂
・
諸
堂
并
己
心
院
法
印
御
廟
〈
へ
〉

御
参
詣
、
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一
、
傳〔

宣
存
〕

法
院
〈
へ
〉
浅
草
寺
被
仰
付
候
、
為
御
祝
義
金
三
百
疋
、 

」

書
状
被
遣
如
左
、

　

一
筆
致
啓
上
候
、
然
者
、
今
般
浅
草
智
楽
院

　

之
御
住
職
貴
院
〈
へ
〉
被　

仰
出
候
由
及
承
大
慶
〈
ニ
〉

　

奉
存
候
、
御
満
足
〈
ニ
〉
可
被
思
召
候
、
依
之
為
御
祝
義

　

金
三
百
疋
令
進
上
候
、
誠
〈
ニ
〉
表
嘉
儀
迄
〈
ニ
〉
御
座
候
、

　

尚
得
後
喜
之
時
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　

霜
月
朔
日　
　
　
　
　

上
乗
院 

」

　
　
　
　

傳
法
院
権
僧
正
様

一
、
御
院
家
覚
円
房
〈
へ
〉
御
振
舞
〈
ニ
〉
御
こ
し
、

一
、
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、

二
日
〈
己
丑
〉
雨
降
ル

一
、
御
院
家
〈
へ
〉
俊
算
御
料
理
被
上
、
則
元
真
如
堂
〈
へ
〉

御
こ
し
、
覚
円
房
其
外
家
来
中
御
供
〈
ニ
〉
参
上
、 

」

三
日
〈
庚
寅
〉
天
晴

一
、四
十
八
人
講
頭
平
野
屋
道
有
昨
日
死
去
、
今
日

黒
谷
〈
ニ
〉
テ
葬
礼
、
御
院
家
諷
経
〈
ニ
〉
御
こ
し
、

東
養
房
・
常
照
坊
・
理
正
坊
・
㐂
運
・
吉
祥
・
覚
円

寂
静
・
松
井
・
法
泉
坊
・
智
乗
坊
御
供
、

一
、
多
賀
安
養
寺
ゟ
御
本
尊
御
遷
座
為
御
祝
義

青
銅
百
疋
到
来
、
則
覚
圓
坊
ゟ
返
答 

」

一
、
金
光
院
順
翁
死
去
、
御
香
典
と
し
て
鳥
目

百
疋
被
遣
之
、
御
代
僧
覚
圓
坊
、

一
、
真
純
法
印
尽
七
日
宿
忌
、
於
法
輪
坊
非
時
有
之
、

御
院
家
御
出
仕
、　

一
、
友
竹
今
日
ゟ
後
門
之
絵
書
〈
ニ
〉
入
来
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、

四
日
〈
辛
卯
〉
晴
天 

」

一
、
御
院
家
法
輪
坊
〈
へ
〉
御
斎
ニ
御
越
、

一
、
吉
川
大
蔵
卿
上
京
、
為
御
見
舞
山
い
も
一
折
被
遣
之
、

使
僧
正
明
房
、

一
、
真
純
弟
子
吉
三
郎
御
礼
〈
ニ
〉
入
来
、
白
銀
一
包
持
参
、

尾
崎
凉
益
同
道
、
真
純
為
遺
物
筆
架
・
水
入
・

小
刀
被
上
之
也
、

一
、
願
王
院
権
僧
正
〈
へ
〉
御
状
被
遣
、
御
無
事
〈
ニ
〉
御
下
向 

」

珍
重
之
由
、
御
付
届
〈
ケ
〉
也
、

一
、
見
瑞
和
尚
当
寺
〈
ニ
〉
テ
説
法
相
勤
申
度
由
〈
ニ
〉
テ
今
晩

よ
り
御
出
、
宿
房
覚
円
房
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、

五
日
〈
壬
辰
〉
晴
天

一
、
御
院
家
見
瑞
和
尚
〈
へ
〉
御
見
舞
候
、
後
刻
見
瑞
又

御
出
、　　

一
、
日
中
七
日
別
時
開
白
、
説
法
見
瑞
和
尚 

」

一
、
御
院
家
理
正
房
〈
へ
〉
御
振
舞
〈
ニ
〉
御
こ
し
、

一
、
甲
良
作
十
郎
祖
母
死
去
、
依
之
蝋
燭
三
十

被
遣
之
也
、

六
日
〈
癸
巳
〉
曇
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
平
野
屋
庄
左
衛
門
尉
先
日
諷
経
之

為
御
礼
金
子
百
疋
持
参
、
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一
、万
里
小
路
大
納
言
殿
〈
へ
〉
御
腫
物
為
御
見
舞
素
麺 

」

壱
箱
被
遣
之
、
使
者
岡
本
右
近
、
取
次
多
丸
市
左
衛
門
、

七
日
〈
甲
午
〉
雨
降
ル

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
甲
良
作
十
郎
ゟ
青
銅
弐
百
疋

到
来
、
一
昨
日
之
御
礼
也
、

一
、
平
野
屋
庄
左
衛
門
〈
へ
〉
蝋
燭
廿

被
遣
之
、
覚
圓
坊
焼

香
〈
ニ
〉
参
勤
、　　

一
、
友
竹
宿
被
致
也
、 

」

八
日
〈
乙
未
〉
雨
天

一
、
稲
荷
大
明
神
御
火
焼
神
供
、
神
酒
調
進

御
院
家
御
参
詣
、

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
御
樽
壱
荷
・
平
茸
壱
折

な
め
す
ゝ
き
一
折
、
亀
丸
得
度
之
為
御
祝
義

寂
静
房
〈
へ
〉
被
遣
之
也
、

一
、
町
代
ゟ
之
触
書
東
北
院
ゟ
来
〈
ル
〉、
一
覧
候
テ
則 

」

立
本
寺
〈
へ
〉
遣
了
也
、
如
左

　
　
　
　

覚

　

捨
子
い
た
し
候
事
、
弥
御
制
禁
〈
ニ
て
〉
養
育
な
り
か
た

　

き
わ
け
有
之
候
も
、
奉
公
人
ハ
其
主
人
、
御
領

　

者
其
村
々
名
主
・
五
人
組
、
町
方
ハ
其
所
之
名
主
・

　

五
人
組
〈
へ
〉
其
品
申
出
、
や〔

養
子
〕

う
し
は〔

育

〕

こ
く
ミ
な
り
か
た

　

き
〈
ニ
〉
お
ゐ
て
ハ
其
所
〈
ニ
〉
テ
養
育
可
仕
候
、
此
上
捨
子

　

仕
候
者
、
急
度
曲
事
可
為
者
也
、 

」

　
　
　

午
ノ
十
月

右
之
通
御
触
状
出
申
候
、
惣
而
捨
子
い
た
さ
せ
候
事

其
所
之
不
念
故
ニ
候
、
左
様
之
も
の
向
後
情
〈
ニ
〉
入
、
猶

可
参
由
、
致
油
断
捨
さ
せ
候
ハ
ヽ
、
其
所
之
可
為

越
度
旨
、
重
而
被
仰
出
候
間
、
左
様
〈
ニ
〉
御
心
得
可
被
成
候
、

御
覧
被
成
明
々
点
〈
ヲ
〉
御
か
け
留
候
方
ゟ
御
こ
し

可
被
成
候
、
以
上

　
　

十
一
月　

日　
　
　
　

町
代
梅
村
四
郎
兵
衛 

」

九
日
〈
丙
申
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法

一
、
寂
静
房
弟
子
亀
丸
、
首
尾
能
得
度
巳
之
刻

相
済
、
御
院
家
御
戒
師
御
勤
、
仮
名
刑
部
卿

実
名
良
通
〈
ト
〉
御
付
被
成
被
遣
、
終
日
馳
走
、
惣

寺
中
出
仕
、
御
家
頼
中
不
残
御
供
〈
ニ
〉
被
参
候
也
、

　
　

差
定 

」

唄
師　

東
養
房　
　
　
　
　

教
授　

無
量
院

理
髪　

理
正
房　
　
　
　
　

介
錯　

松
林
房

　
　
　

㐂
運
房

水
瓶　

玉
蔵
房　
　
　
　
　

脂
燭　

少
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
二

剃
手　

七
位

　
　

右
具
在
前

御
院
家
装
束
、
素
絹
五
條
指
貫
御
召
也
、

一
、
寂
静
房
・
刑
部
卿
同
道
而
御
礼
〈
ニ
〉
参
上
、
杉
原
十
帖

白
銀
壱
枚
持
参
、
御
口
祝
出
ス
也
、 

」

十
日
〈
丁
酉
〉
晴
天
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一
、
普
門
房
昨
日
之
御
礼
〈
ニ
〉
入
来
、

一
、
日
中
説
法

十
一
日
〈
戊
戌
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、
七
日
別
時
回
向
見
瑞
和
尚
御
勤
、 

」

十
二
日
〈
己
亥
〉
雨
天

一
、
見
瑞
和
尚
御
出
、　　

一
、
吉
川
大
蔵
卿
入
来
、

十
三
日
〈
庚
子
〉
晴
天

一
、
日
中
二
夜
三
日
開
白
、
説
法
見
瑞
和
尚
、
施
主

庄
左
衛
門
、
道
有
為
菩
提
也
、

一
、
於
本
堂
施
餓
鬼
、
導
師
無
量
院
、 

」

十
四
日
〈
辛
丑
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
板
倉
義
太
夫
ゟ
如
例
年

御
祈
祷
之　

御
抜
太
麻
并
土
産
之
品
々
到

来
、
使
前
田
茂
兵
衛
、
新
暦
持
参
、
御
酒

出
〈
シ
〉
馳
走
、　　

一
、
御
院
家
吉
川
大
蔵
卿
〈
へ
〉
御
見
舞
、 
」

十
五
日
〈
壬
寅
〉
晴
天

一
、
御
開
帳
東
養
房
被
相
勤
、
施
主
講
中
、

道
有
為
菩
提
也
、
日
中
回
向
、
説
法
見
瑞
和
尚
、

施
主
平
野
屋
庄
左
衛
門
参
詣
、
庵
〈
へ
〉
菓
子
・
茶

出
ス
也
、　　

一
、
平
野
屋
庄
左
衛
門
御
礼
〈
ニ
〉
入
来
、
重
之
内

御
酒
持
参
也
、　　

一
、
見
瑞
和
尚
為
御
暇
乞
入
来
、

菓
子
壱
折
持
参
、　　

一
、
玄
竹
入
来
、 

」

一
、
御
院
家
見
瑞
和
尚
〈
へ
〉
説
法
被
相
勤
候
為
御
礼

御
越
被
成
候
、

一
、
見
瑞
和
尚
今
日
御
帰
〈
リ
〉
也
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、

十
六
日
〈
癸
卯
〉
晴
天

一
、
平
野
屋
庄
左
衛
門
ゟ
密
柑
壱
籠
出
来
、 

」

一
、
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、

十
七
日
〈
甲
辰
〉
曇
天

一
、三
井
寺
ノ
法
輪
坊
入
来
、

一
、
板
倉
義
太
夫
〈
へ
〉
御
返
書
、
為
御
初
尾
金
千
百
疋

御
神
納
、
前
田
茂
兵
衛
〈
へ
〉
白
銀
壱
包
被
遣
之
也
、

一
、
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、　　

一
、
今
朝
ゟ
仮
堂

コ
ボ
チ
申
也
、 

」

十
八
日
〈
乙
巳
〉
晴
天
、
曙
方
雪

一
、
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、

一
、
初
夜
時
分
、
富
小
路
八
幡
町
下
〈
ル
〉
町
火
事

出
来
、
依
之
正
親
町
大〔

実
豊
〕

納
言
様
・
青
木
無
庵
・

随
縁
院
・
安
住
院
〈
へ
〉
見
舞
〈
ニ
〉
被
遣
之
也
、

十
九
日
〈
丙
午
〉
晴
天 

」

一
、
覚
円
房
洞
空
上
人
〈
へ
〉
見
舞
〈
ニ
〉
参
上
、
密
柑
壱
籠

院
家
ゟ
被
遣
也
、
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一
、
願
王
院
権
僧
正
ゟ
去
頃
之
返
書
到
来
、

一
、
尾
崎
凉
益
入
来
、
法
輪
房
後
住
之
得
度
之

願
被
申
上
也
、

一
、
今
日　

山
王
社
元
之
地
〈
へ
〉
御
遷
宮
、
神
供

調
進
、　　

一
、
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、 

」

廿
日
〈
丁
未
〉
晴
天

一
、
止
事
、　

一
、
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、

廿
一
日
〈
戊
申
〉
晴
天

一
、
尊
阿
ゟ
祖
師
壇
之
茶
湯
器
寄
進
、
今

日
出
来
候
テ
来
〈
ル
〉
也
、

一
、
祠
堂
別
時
開
白
、
説
法
無
量
院
、 

」

廿
二
日
〈
己
酉
〉
晴
天

廿
三
日
〈
庚
戌
〉
晴
天
、
夜
〈
ニ
〉
入
雨

一
、
愛
宕
山
〈
へ
〉
為
御
代
参
、
服
部
新
平
社
参
、
吉
村
平
八
同

道
也
、　　

一
、
本〔

霊
元
院
〕

院
御
所
様
裏
之
御
殿
〈
へ
〉
御
幸
候
、

一
、
法
輪
房
後
住
吉
三
郎
、
明
日
得
度
之
、
為
御
祝

儀
御
樽
壱
荷
・
午
房
壱
折
・
昆
布
一
折
被
遣
也
、 

」

一
、
天〔

最

澄

〕

台
大
師
宿
忌
御
供
物
餅
・
蜜
柑
、
及
暮
惣

中
方
丈
〈
へ
〉
出
仕
如
例
年
、
例
時
和
讃
読
誦
之

各
退
出
之
、

廿
四
日
〈
辛
亥
〉
雨
降
〈
ル
〉

一
、
早
朝
撞
鐘
聞
之
、
惣
寺
中
方
丈
〈
へ
〉
出
仕
如
例

年
、
法
事
大
師
供
導
師
東
養
房
、
尽
讃 

」

玉
蔵
房
、
鈸
㐂
運
坊
、
鐃
松
林
坊
、
僧
讃
少
弐
、

祭
文
大
弐
、
法
事
相
済
御
斎
出
之
、
各
退
出
、

一
、
法
輪
坊
後
住
吉
三
郎
首
尾
能
得
度
、
巳
之
刻

相
済
、
御
院
家
御
戒
師
御
勤
、
仮
名
侍
従
、

実
名
慈
通
〈
ト
〉
御
付
被
成
被
遣
也
、
終
日
馳
走
、
惣

寺
中
出
仕
、
御
家
来
不
残
御
供
〈
ニ
〉
参
上
、

　
　
　

差
定 

」

　

唄
師　

東
養
坊　
　
　

教
授　

常
照
房

　

理
髪　

理
正
房　
　
　

介
錯　

吉
祥
房

　
　
　
　

㐂
運
房

　

水
瓶　

寂
静
房　
　
　

脂
燭　

松
林
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
泉
房

　

剃
手　

玉
蔵
房

　
　
　

右
具
在
前

　

御
院
家
装
束
素
絹
五
条
指
貫
御
召
也
、

一
、
尾
崎
凉
益
侍
従
御
礼
〈
ニ
〉
参
上
、
杉
原
十
帖 

」

白
銀
壱
枚
献
上
、
吉
祥
房
同
道
也
、
御
口
祝
、

一
、
雲
竹
入
来
、
専
阿
同
道
也
、

廿
五
日
〈
壬
子
〉
晴
天

一
、
洞
空
上
人
ゟ
蓮
盛
御
こ
し
、
来
朔
日
ゟ
別
時
説

法
相
勤
可
申
由
申
来
候
也
、

一
、
早
祭
リ
神
供
調
進
、 

」
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廿
六
日
〈
癸
丑
〉
晴
天

一
、
絵
師
衆
〈
へ
〉
そ
は
切
出
〈
ル
〉、
東
養
房
相
伴
〈
ニ
〉
入
来
、

廿
七
日
〈
甲
寅
〉
晴
天

一
、
後
門
釈
迦
三
尊
之
絵
、
今
日
開
眼
出
来
、

海
北
友
竹
筆
、
則
寄
進
、
絵
之
具
一
色 

」

専
阿
法
師
寄
進
、
張
付
一
色
張
付
師
五
郎
兵
衛

寄
進
、
今
日
出
来
、

一
、
惣
寺
中
衆
〈
へ
〉
御
斎
有
之
、
午
之
刻
後
門
釈
迦

三
尊
開
眼
供
養
、
三
尊
〈
江
〉
御
供
物
饅
頭

蜜
柑
備
進
、
御
院
家
惣
山
本
堂
〈
へ
〉
出
仕
、

一
、
釈
迦
三
尊
開
眼
供
養
、
導
師
名
代
無
量
院
法
印
、

差
定
讃　

大
弐　
　
　
　
　

鈸　
　

理
正
坊 

」

鐃　
　
　

㐂
運
坊　
　

散
華
対
楊　

祥
源
院

廻
向　
　

松
林
房

　
　

法
事
過
何
茂
御
焼
香
也
、

一
、
海
北
友
竹
・
雲
竹
・
専
阿
其
外
絵
之
手
伝
衆
中

并
張
付
屋
手
伝
中
〈
へ
〉
夕
飯
御
振
舞
、

蜜
柑
壱
籠
雲
竹
、
饅
頭
壱
折
専
阿
法
師

持
参
也
、
何
茂
御
馳
走
、 
」

一
、
内〔

重
頼
・
京
都
所
司
代
〕

藤
大
和
守
殿
今
日
御
死
去
〈
ニ
〉
付
、
火
之
用
心
之

た
め
町
御
奉
行
之
与
力
両
人
御
廻
〈
り
〉
也
、

山〔
東
町
奉
行
与
力
〕

田
源
兵
衛
・
手〔

西
町
奉
行
与
力
〕

嶋
郷
右
衛
門
入
来
也
、

廿
八
日
〈
乙
卯
〉
晴
天

一
、
御
院
家
、
内
藤
大
和
守
殿
御
死
去
為
御
悔
、
屋
敷
〈
へ
〉

御
越
、
覚
円
房
御
供
也
、

一
、
青
御
門
主
様
坊
官
中
ゟ
触
書
到
来
、
内
藤 

」

大
和
守
殿
死
去
、
於
黒
谷
葬
礼
有
之
候
、
誦
経

并
使
〈
ニ
〉
而
も
被
遣
候
義
御
無
用
之
由
、
伝
奏
衆
ゟ

申
来
候
由
之
御
触
書
也
、

一
、
祠
堂
七
日
別
時
回
向
、
説
法
無
量
院
、

御
本
尊
御
開
帳
、
東
養
房
被
相
勤
之
也
、

一
、
さ
わ
ら
木
町
妙
永
別
時
之
御
礼
〈
ニ
〉
白
銀
一
包

持
参
也
、

一
、
友
竹
・
専
阿
昨
日
之
為
御
礼
入
来
、 

」

一
、
見
瑞
和
尚
〈
へ
〉
智
乗
坊
被
遣
、
饅
頭
壱
折

被
遣
之
也
、

一
、
青
銅
二
十
疋
開
帳
施
物
と
し
て
東
養
房
遣
之
也
、

廿
九
日
〈
丙
辰
〉
晴
天

一
、
海
北
友
竹
入
来
、
小
屏
風
絵
書
被
申
也
、

一
、
洞
空
和
尚
御
出
、
宿
房
覚
円
房
、
御
院
家
御

見
舞
被
遊
也
、 

」

一
、一
山
月
並
之
請
書
〈
ニ
〉
出
座
、

十
二
月

朔
日
〈
丁
巳
〉
晴
天

一
、
己
心
院
御
忌
日
、
御
弟
子
衆
御
斎
〈
ニ
〉
入
来
、

一
、
御
院
家　

本
堂
・
諸
堂
并
己
心
院
法
印 

」

御
廟
〈
ヘ
〉
御
参
詣
、

一
、
日
中
七
日
別
時
開
白
、
説
法
洞
空
上
人
、
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施
主
生
嶋
主
膳
正
、

一
、
智
乗
坊
坂
本
〈
ヘ
〉
被
参
、

二
日
〈
戊
午
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、　

一
、
洞
空
和
尚
ゟ
粽
壱
折
到
来
、 

」

一
、
石
川
草
春
孫
婚
礼
之
為
御
祝
義
手
樽
壱
荷
・

昆
布
・
牛
房
被
遣
之
也
、

一
、
当
町
奉
行
之
与
力
衆
両
人
火
之
用
心
之

た
め
御
廻
り
、　　

一
、
於
本
堂
施
餓
鬼
執
行
、

導
師
無
量
院
、
施
主
平
野
屋
庄
兵
衛
道
有
、

自
忌
追
善
也
、　　

一
、
平
野
屋
庄
兵
衛
ゟ
重
之
内

到
来
、　　

一
、
伯
英
子
〈
江
〉
長
崎
衆
ゟ
之
為
名
代
向
井

平
次
郎
参
詣
、
香
資
持
参 

」

三
日
〈
巳
未
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、

四
日
〈
庚
申
〉
晴
天

一
、
㐂
運
房
普
請
之
願
〈
ニ
〉
付
、
覚
円
坊
・
㐂
運
房

同
座
〈
ニ
テ
〉
小
出
淡
路
守
殿
〈
ヘ
〉
参
上
、
則
絵
図
持
参
、

一
、
海
北
友
竹
〈
ヘ
〉
絵
出
来
之
為
祝
義
郡
内
二
疋 

」

粽
壱
折
被
遣
之
、
覚
円
坊
持
参
也
、

一
、
説
法
日
中
、　　

一
、
御
院
家
庚
申
社
〈
へ
〉
御
参
詣
、

五
日
〈
辛
酉
〉
曇
天
少
雪

一
、
説
法
休
恩
、　　

一
、
友
竹
ゟ
昨
日
之
為
御
礼
覚
圓

迄
書
状
到
来
、　　

一
、
お
な
さ
入
来
、
ミ〔

蜜

柑

〕

つ
か
ん
一
籠
持
参
、

一
、
勧
修
寺
大〔

経
慶
〕

納
言
殿
〈
ヘ
〉
覚
円
坊
参
上
、
院
家
法
眼 

」

之
義
当
年
可
成
義
〈
ニ
〉
御
座
候
由
、
小
折
紙
指
上
〈
ケ
〉
申

度
奉
存
候
、
先
師
賢
證
法
印
律
師
之
翌
年
〈
ニ
〉

法
眼　

勅
許
〈
ニ
〉
而
御
座
候
間
、
先
例
〈
ニ
〉
ま
か
せ
当

年
申
上
度
奉
存
候
間
、
御
取
持
頼
上
候
、
先
為
御
相
談

参
上
仕
候
由
被
申
上
候
処
、
大
納
言
殿
御
当
番
〈
ニ
〉
候
へ
共

御
所
〈
ヘ
〉
参
其
段
可
申
上
由
ニ
而
、
立
入
河〔

直
貞
〕

内
守
則
御

所
〈
ヘ
〉
被
参
其
段
大
納
言
殿
〈
ヘ
〉
被
申
上
候
処
、
口
上
之
通

尤
〈
ニ
〉
思
召
候
、
先
々
師
尊
忍
之
例
も
書
付
候
而
、
明 

」

日
持
参
候
様
〈
ニ
と
〉
之
御
返
答
候
也
、

六
日
〈
壬
戌
〉
晴
天

一
、
尊
忍
・
賢
證
之
勘
例
書
付
勧
修
寺
殿
〈
ヘ
〉
覚
圓
坊

参
上
候
処
、
大
納
言
殿
御
対
面
ニ
テ
先
師
賢
證
之
例

近
ク
候
間
小
折
紙
御
上
ケ
可
然
候
、
御
取
持
可
申
由
被
仰
候
、

故
左
候
ハ
ゞ
、
青
御
門
主
様
〈
ヘ
〉
申
上
、
小
折
紙
指
上
〈
ケ
〉
可 

」

申
上
候
而
、
御
取
持
頼
上
由
申
上
、
退
出
、

一
、
青
御
門
主
様
〈
ヘ
〉
覚
圓
坊
参
上
候
而
、
院
家
法
眼
願
之
義

勧
修
寺
殿
被
仰
通
、
進
藤〔

為
之
〕

采
女
取
次
〈
ニ
而
〉
被
申
上
処

法
眼
之
義
先
師
近
〈
キ
〉
例
有
之
御
門
主
に
も
別
而

御
満
悦
〈
ニ
〉
思
召
候
、
左
候
ハ
ゞ
賢
證
之
勘
例
被
書
付

小
折
紙
勧
修
寺
殿
迄
近
日
可
被
遣
由
被
仰
出
也
、

一
、
正
親
町
中
納
言
様
昨
晩
御
婚
礼
首
尾
能
相
済
候
、

為
御
祝
義
御
樽
代
白
銀
壱
枚
・
昆
布
一
箱
・ 

」

わ
く
ひ
一
箱
、
奥
方
〈
ヘ
〉
裟
綾
壱
巻
杉
原
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十
帖
御
進
上
、
御
使
者
岡
本
右
近
、

七
日
〈
癸
亥
〉
晴
天

一
、
日
中
御
本
尊
御
開
帳
、
七
日
別
時
回
向
説
法

洞
空
和
尚
、
開
帳
東
養
房
、
被
相
勤
施
主

生
嶋
主
膳
正
、　　

一
、
愛
宕
〈
ヘ
〉
新
平
御
代
参
、 

」

一
、
正
親
町
中
納
言
様
ゟ
昨
日
之
御
返
礼
為
御
祝
義

饅
頭
壱
折
、
奥
方
ゟ
御
樽
代
金
子
百
疋

菓
子
昆
布
三
十
本
到
来
、
御
使
者
川
嶋
主
膳
、

一
、
青
御
門
主
様
ゟ
御
使
者
、
法
眼
御
願
之
義
、
今
日

関〔
近
衛
基
熙
〕

白
殿
両
伝
奏
〈
ヘ
〉
被
仰
進
小
折
紙
〈
ヲ
〉、
則

勧
修
寺
大
納
言
殿
〈
ヘ
〉
被
遣
候
由
、
御
使
者
武
田

森
之
助
〈
ヘ
〉
御
院
家
御
対
面
御
請
仰
上
也
、

一
、
於
本
堂
施
餓
鬼
執
行
、
導
師
ハ
無
量
院 

」

施
主
玉
蔵
房
取
次
、

一
、
勧
修
寺
大
納
言
殿
〈
ヘ
〉
御
使
僧
、
今
日
青
御
門
主
ゟ

小
折
紙
御
自
分
様
〈
へ
〉
被
遣
候
由
被
仰
下
候
、
弥
御

取
持
頼
存
候
由
被
仰
遣
、
饅
頭
一
折
御
進

上
、
使
僧
智
乗
坊
、
今
日
青
御
門
主
様
ゟ
小
折

紙
被
遣
候
、
弥
御
取
持
可
申
由
返
答
也
、

一
、
東
養
房
〈
ヘ
〉
開
帳
之
施
物
鳥
目
弐
十
疋
遣
ス
、

一
、
御
院
家
本
堂
之
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、 

」

八
日
〈
甲
子
〉
晴
天

一
、
御
院
家
本
堂
之
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、

九
日
〈
乙
丑
〉
晴
天

一
、四
十
八
人
講
中
御
振
舞
、
何
茂
入
来
、
金
子

壱
両
惣
中
ゟ
被
指
上
、
御
院
家
御
逢
被
成
終
日

御
馳
走
、
及
暮
退
出
、
本
堂
成
就
之
御
祝 

」

義
振
舞
也
、　　

一
、
平
野
屋
庄
左
衛
門
ゟ
赤
い
も

壱
折
到
来
、　　

一
、
御
院
家
本
堂
勤
行
〈
ニ
〉
御

出
仕
、　　

一
、
今
朝
聖
護
院
宮
様
御
病
気
之
御

立
願
に
て
、
御
本
尊
御
開
帳
東
養
坊
被
相
勤
也
、

十
日
〈
丙
寅
〉
晴
天

一
、
寅
之
上
刻
、
新
町
通
出
水
ゟ
火
出
、
高
倉
通
迄
焼

失
、
町
数
十
四
五
町
也
、
辰
之
下
刻
火
シ
ツ
マ
ル
也
、

依
之
勧
修
寺
大
納
言
殿
・
正
親
町
殿
・
万
里
小
路
殿 

」

其
外
近
所
〈
ヘ
〉
御
見
舞
被
遣
、
此
方
へ
も
東
山
百

姓
仏
餉
、
金
子
十
郎
左
衛
門
・〔

俊
カ
〕

僧
算
其
外
出
入

御
見
舞
〈
ニ
〉
参
上
、
松
村
庄
兵
衛
・
大
工
仁
右
衛
門
・
妙
傳

寺
〈
ニ
も
〉
早
速
御
見
舞
〈
ニ
〉
参
也
、

一
、
山
門
正
覚
院
大
僧
正
・
薬
樹
院
・
鷄
定
院
・
洞
空
上
人
ゟ
火
事

為
見
舞
御
使
到
来
、

一
、
勧
修
寺
大
納
言
殿
〈
ヘ
〉
火
事
〈
ニ
〉
無
別
条
為
御
祝

覚
円
房
被
遣
、
三
宅
図
書
之
介
類
火
故
見
舞
〈
ニ
〉 

」

被
遣
候
也
、　　

一
、
講
中
昨
日
之
御
礼
〈
ニ
〉
参
上
、

一
、
御
院
家
本
堂
之
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、

十
一
日
〈
丁
卯
〉
晴
天
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一
、
青
木
無
庵
入
来
、
一
、
町
御
奉
行
与
力
衆 

石
崎〔

東
町
奉
行
与
力
〕

㐂
左
衛
門
・
桂〔

西
町
奉
行
与
力
〕

元
右
衛
門
火

之
用
心
之
た
め
御
廻
り
役
者
覚
圓
房
出
迎

被
申
也
、　　

一
、
院
家
本
堂
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、 

」

十
二
日
〈
戊
辰
〉
晴
天
風
は
け
し
少
曇

一
、
如
御
嘉
例
す
ゝ
払
、
百
姓
仏
餉
相
詰
申
也
、

御
院
家
覚
圓
坊
〈
ヘ
〉
朝
飯
〈
ニ
〉
御
こ
し
、
家
来
中

御
供
〈
ニ
〉
参
上
、　

一
、
石
川
草
春
先
日
之
為
御
礼
入

来
、　

一
、
祖
泉
入
来
、　

一
、
本
門
院
権
僧
正
ゟ
火

事
見
舞
〈
ニ
〉
使
到
来
、 

」

一
、
御
院
家
本
堂
之
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、

十
三
日
〈
己
巳
〉
晴
天

一
、
洞
空
和
尚
〈
ヘ
〉
火
事
見
舞
之
御
礼
腫
物
之
為
御

見
舞
御
使
、
山
い
も
・
牛
房
両
種
被
遣
之
、
返
書
到

来
、　　

一
、
磯
田
立
安
・
山
添
三
右
衛
門
入
来
、

一
、
勧
修
寺
大
納
言
殿
ゟ
火
事
見
舞
之
為
御
礼
御
使

者
到
来
、
佐
藤
彦
兵
衛
、

一
、
院
家
本
堂
之
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、 
」

十
四
日
〈
庚
午
〉
晴
天

一
、
講
中
久
有
・
七
兵
衛
・
栄
味
・
浄
正
、
類
火
〈
ニ
〉
逢
被
申
候

故
、
為
御
見
舞
染
付
茶
碗
二
十
宛
被
遣
之
候
也
、

一
、
御
院
家
石
川
草
春
〈
ヘ
〉
御
振
舞
〈
ニ
〉
御
こ
し
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、

十
五
日
〈
辛
未
〉
晴
天
風
は
げ
し 

」

一
、
傳
法
院
権
僧
正
ゟ
浅
草
入
寺
嘉
儀
之
返
書
到
来
、

一
、
石
川
草
春
昨
日
之
御
礼
入
来
、

一
、十
一
屋
久
有
昨
日
御
音
信
之
御
礼
〈
ニ
〉
参
上
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、　　

一
、
池
田
屋
七
兵
衛

死
去
御
院
家
諷
経
〈
ニ
〉
御
出
、
宿
房
覚
圓
坊
、

十
六
日
〈
壬
申
〉
晴
天

一
、
院
経
師
藤
蔵
死
去
〈
ニ
〉
付
、
安
倍
信
濃
〈
ヘ
〉
為
御
悔

御
使
僧
正
明
坊
被
遣
也
、 

」

一
、
栄
味
一
昨
日
御
音
向
之
礼
〈
ニ
〉
参
上
、

一
、
薬
樹
院
御
出
京　
　

一
、
傳
法
院
権
僧
正
ゟ
去
〈
ル
〉
比

本
堂
成
就
之
義
被
仰
遣
候
返
書
到
来
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、

十
七
日
〈
癸
酉
〉
晴
天

一
、
池
田
屋
七
兵
衛
子
息
御
礼
〈
ニ
〉
参
也
、
鳥
目
百
疋
持
参

一
、
御
院
家
本
堂
〈
ヘ
〉
御
出
、 

」

一
、四
足
門
之
義
願
申
上
度
奉
存
候
由
、
為
相
談
絵
図
〈
并
ニ
〉

縁
起
之
裏
書
付
、
中〔

正
知
・
大
工
頭
〕

井
主
水
正
〈
ヘ
〉
覚
圓
坊
持
参
候
而

相
談
之
処
、
源
八
郎
御
逢
四
足
門
之
義
御
法

度
之
義
〈
ニ
〉
候
へ
と
も
、
御
寺
之
義
ハ
各
別
〈
ニ
〉
候
間
、
先
々

御
公
儀
〈
ヘ
〉
御
願
被
成
候
而
、
御
見
可
有
由
被
申
也
、

十
八
日
〈
申
戌
〉
晴
天

一
、
瑞
花
院
殿
御
煩
〈
ニ
〉
付
、
為
御
見
舞
御
使
僧 

」
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ミ
つ
か
ん
壱
籠
被
遣
之
也
、

一
、
智
妙
坊
入
来
、

一
、
院
家
本
堂
〈
ヘ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、

十
九
日
〈
乙
亥
〉
晴
天

一
、
聖〔

道
祐
入
道
親
王
〕

護
院
宮
御
遷
化
、
鳴
物
御
法
度
之
由
御
触

東
北
院
ゟ
申
来
〈
ル
〉、
其
段
又
立
本
寺
〈
ヘ
〉
申
遣
ス
也
、

一
、
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、 

」

廿
日
〈
丙
子
〉
晴
天

一
、
石
川
草
春
入
来
、
夕
飯
御
振
舞
、
東
養
房
・

常
照
房
・
七
位
相
伴
〈
ニ
〉
入
来
、
草
春
御
門
寄

進
可
仕
之
由
、
以
書
付
院
家
〈
ヘ
〉
被
上
也
、

一
、
院
家
、
正
親
町
中
納
言
様
奥
方
〈
ヘ
〉
御
知
人
〈
ニ
〉
御
成
〈
ニ
〉

御
越
、
覚
圓
坊
・
岡
本
右
近
御
供
〈
ニ
〉
参
上
、
御
酒
出

御
馳
走
、
夜
半
〈
ニ
〉
御
帰
寺
、 

」

廿
一
日
〈
丁
丑
〉
晴
天

一
、
今
日
方
々
〈
へ
〉
歳
暮
之
御
祝
義
被
遣
、
如
左
、

一
、
密
柑
壱
籠
二
百
入　
　
　
　
　
　

青
御
門
主
様
〈
へ
〉

一
、
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勧
修
寺
大
納
言
殿

一
、
密
柑
二
百
入
・
挽
茶
一
器　
　
　
　

七
条
少〔

隆
福
〕

納
言
殿

一
、
密
柑
壱
籠
二
百
入　
　
　
　
　
　
　

松〔
浅
井
政
信
〕

雨
軒
様

一
、
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
井
主
水
正 

」

一
、
密
柑
壱
籠
百
五
十
入　
　
　
　
　
　

十
乗
院
殿

一
、
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
井
元
瑞

一
、
密
柑
百
五
十
入
・
挽
茶
一
器　
　
　

甲
良
作
十
良

一
、
青
銅
二
百
疋　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
田
立
安

一
、
金
二
百
疋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
な
さ

一
、
正
親
町
大
納
言
様
〈
へ
〉
中
納
言
様
御
婚
礼
之
為
御
祝

義
、
密
柑
二
百
入
壱
籠
御
進
上
、 

」

一
、
瑞
花
院
御
病
気
為
御
見
舞
、
御
使
者
被
遣
之
、

一
、
於
本
堂
、
施
餓
鬼
執
行
、
導
師
無
量
院
、

一
、
竹
御
門
主
様
之〔

良
応
法
親
王
〕

新
宮
様
〈
へ
〉
聖
護
院
宮
様
御
悔
と

し
て
御
使
僧
被
上
、
智
乗
坊
参
上
、

一
、
松
本
隆
庵
入
来
、

一
、
蕪
壱
籠
、
薬
樹
院
ゟ
為
歳
暮
之
祝
義
到
来
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、

一
、
聖
護
院
様
為
御
悔
、
栄
正
院
殿
〈
へ
〉
今
朝
覚
円
房
被
遣
也
、 

」

廿
二
日
〈
戊
寅
〉
晴
天

一
、
薬
樹
院
坂
本
〈
へ
〉
御
帰
〈
リ
〉、
き
さ
ミ
昆
布
五
袋

為
歳
暮
之
御
祝
儀
被
遣
之
也
、

一
、
密
柑
壱
籠
二
百
入
、
鈴
木
五
郎
兵
衛
〈
へ
〉
被
遣
之
、

一
、
正
親
町
中
納
言
様
〈
へ
〉
為
歳
暮
之
御
祝
義
、
金
子
二

百
疋
御
進
上
、
御
使
者
岡
本
右
近
、

一
、
立
入
河
内
守
よ
り
手
紙
如
左
、
返
答
同
前
、 

」

　

手
紙
〈
ニ
〉
而
令
啓
上
候
、
然
者
先
御
院
主
権
律
師

　

い
く
つ
の
年
御
成
被
成
候
哉
、
御
年
御
書
付

　

被
成
可
被
進
候
、
当
院
主
〈
と
〉
ハ
御
得
度
相
違
〈
ニ
〉

　

御
座
候
、
先
院
主
者
御
年
御
た
け
被
成
候
而

　

御
得
度
〈
ニ
〉
御
座
候
へ
共
、
御
書
付
被
成
可
被
下
候
、
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連
年
法
眼
〈
ニ
〉
御
成
被
成
候
ハ
、
先
日
之
御

　

書
付
〈
ニ
て
〉
能
御
座
候
、
一
両
日
中
〈
ニ
〉
御
書
付

　

被
成
候
而
御
越
可
被
成
候
、
以
上

　
　
　

十
二
月
廿
二
日　
　
　
　
　

立
入
河
内
守 

」

　
　
　
　

覚
円
坊
様

　

御
手
紙
拝
見
仕
候
、
然
者
先
院
家
十
九
才
之

　

冬
得
度
、
其
年
律
師
被
申
上
候
、
上
謁

　

分
過
〈
ニ
〉
御
座
候
而
、
廿
才
〈
と
〉
申
上
候
様
〈
ニ
〉
及
承
候
、

　

其
外
、
御
用
も
御
座
候
ハ
丶
可
被
仰
下
候
、
罷
出

　

可
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚
円
房

　
　
　
　

立
入
河
内
守
様 

」

一
、
輪〔

天
真
法
親
王
〕

御
門
主
様
〈
へ
〉
聖
護
院
様
御
遷
化
為
御
悔

両
執
当
衆
〈
へ
〉
披
露
書
御
遣
〈
シ
〉
小
林
久
右
衛
門
方
〈
へ
〉

頼
、
町
飛
脚
〈
ニ
〉
而
被
遣
之
、

一
、
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、

廿
三
日
〈
己
卯
〉
晴
天

一
、
御
家
来
中
、
青
木
無
庵
〈
へ
〉
振
舞
〈
ニ
〉
被
遣
之
也
、

一
、
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、 

」

廿
四
日
〈
庚
辰
〉
曇
天

一
、
瑞
花
院
殿
〈
へ
〉
為
御
見
舞
覚
圓
房
被
遣
、
御
病

気
大
切
故
、
松
雨
軒
様
二
三
日
此
か
た
宿
被
成
候
由
、

一
、
祖
泉
入
来
、　　

一
、
祥
源
院
ゟ
納
豆
被
上
也
、

一
、
瑞
花
院
殿
〈
へ
〉
為
御
見
舞
う〔

饂

飩

〕

ん
と
ん
十
舟
御

進
上
、
御
使
者
藤
川
㐂
兵
衛
、  　
　
　
　
　

         
    　

　
　
　
　

」

廿
五
日
〈
辛
巳
〉
雪
天

一
、
如
御
嘉
例
、
御
餅
ツ
キ
、

一
、
立
入
河
内
守
ゟ
手
紙
、
尊
忍
法
眼
之
年
齢

御
書
付
可
被
進
由
申
来
、
則
書
付
候
而
、
遣
ス
也
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、

一
、
青
木
無
庵
入
来
、
宿
、                         

              

」

廿
六
日
〈
壬
午
〉
雨
天

一
、
如
嘉
例
之
寺
中
衆
〈
へ
〉
餅
ツ
キ
之
祝
義
有
之
、
分
、

一
、
青
木
無
庵
坂
本
〈
へ
〉
被
帰
也
、

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、 

」

廿
七
日
〈
癸
未
〉
曇
天

一
、
勧
修
寺
殿
雑
掌
衆
ゟ
御
用
之
儀
候
間
、

覚
圓
坊
〈
ニ
〉
御
出
候
様
〈
ニ
〉
と
申
来
〈
ル
〉、
則
参
上
候
処
、

法
眼
之
義
昨
晩
、
勅
許
之
由
被
仰
渡
、

一
、
青
御
門
主
様
ゟ
御
使
者
、
昨
晩
法
眼
之
義

勅
許
之
由
、
只
今
勧
修
寺
殿
ゟ
申
来
候
由
之
御
口
上
、

院
家
御
使
者
〈
へ
〉
御
対
面
、
御
請
被
仰
上
也
、     

                

」

一
、
勧
修
寺
大
納
言
殿
〈
へ
〉
法
眼　

勅
許
難
有
奉
存
候
、

御
取
持
衆
早
速
首
尾
仕
忝
存
候
由
、
為
御
礼
、

御
使
僧
被
遣
之
、
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一
、
青
御
門
主
様
〈
へ
〉
法
眼
早
速　

勅
許

難
有
奉
存
候
由
、
為
御
礼
、
覚
圓
坊
参
上
、

一
、
正
親
町
中
納
言
様
ゟ
為
歳
暮
之
御
祝
義
、
密

柑
壱
籠
到
来
、
并
法
眼　

勅
許
之
御

祝
〈
ニ
〉
御
使
者
来
〈
ル
〉
也
、 

」

一
、
御
院
家
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
、

廿
八
日
〈
甲
申
〉
晴
天

一
、
胤〔

偏
知
院
〕

海
僧
正
贈
大
僧
正　

勅
許
之
由
、
鳥
居
川

出
羽
守
ゟ
申
来
、
則
坂
本
〈
へ
〉
申
遣
、
薬
樹
院
出

京
、                        

             　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

廿
九
日
〈
乙
酉
〉
雨
天

一
、
今
日
御
院
家
覚
圓
坊
被
召
連
、
法
眼　

勅
許

為
御
礼　

伝
奏
勧
修
寺
殿
〈
へ
〉
御
参
、
則
大
納
言
殿

御
対
面
、　

口
宣
・
宣
旨
御
頂
戴
、
そ
れ
よ
り

方
々
〈
へ
〉
御
礼
〈
ニ
〉
御
こ
し
、
御
進
上
如
左
、

一
、
御
礼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
衛
関
白
殿

一
、
同
断　
　
　
　
　
　
　

  〈
両
伝
奏
〉
柳
原
大
納
言
殿 
」

一
、
同
断　
　
　
　
　
　
　

  〈
両
伝
奏
〉
千
種
中
納
言
殿

一
、
金
子
百
疋　
　
　
　
　
　

  〈
上
卿
〉
轉
法
輪〔

三
条
実
治
〕

右
大
将
殿

一
、
金
百
疋
・
引
合
壱
本　
　

  〈
職
事
〉
勧
修〔

尹
隆
〕

寺
弁
殿

一
、
金
子
二
百
疋　
　
　
　
　

  〈
伝
奏
〉
勧
修
寺
大
納
言
殿

一
、
青
銅
百
疋
ツ
　ヽ

  〈
勧
修
寺
殿
雑
掌
〉
立
入
河
内
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
宅
図
書
助

一
、
金
子
百
疋　
　
　
　
　

  〈
宣
旨
之
〉
右
少
弁
殿 

」

一
、
金
百
疋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

官
〔
壬
生
季
連
〕務

一
、
金
二
百
疋　
　
　
　
　
　
　
　

青
御
門
主
様

一
、
青
銅
百
疋
ツ
　ヽ
　
　

  〈
坊
官
〉
鳥
居
小
路
大〔

経
房
〕

蔵
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
兵〔

泰
朝
〕

部
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
藤
采
女

一
、
薬
樹
院
も
権
大
僧
正
之
御
礼
〈
ニ
〉
方
々
へ
御
参
、

一
、
正
月
之
用
意
〈
ニ
〉
仏
餉
共
相
餝
也
、 

」

晦
日
〈
丙
戌
〉
曇
天

一
、
惣
寺
中
御
礼
〈
ニ
〉
参
上
、　　

一
、
御
院
家
本
堂
・
諸
堂
〈
へ
〉
御
参
詣
、

一
、
本
堂
・
諸
堂
御
鏡
等
餝
之
、

一
、
覚
圓
坊
・
岡
本
右
近
ゟ
己
心
院
様
御
霊
前
〈
へ
〉
御

鏡
備
之
也
、

一
、
仏
餉
共
相
餝
申
也
、 

」

一
、
薬
樹
院
坂
本
〈
へ
〉
御
帰
〈
リ
〉、

一
、
辰
之
刻
、
御
院
家
衆
中
本
堂
〈
へ
〉
勤
行
〈
ニ
〉

御
出
仕
、
そ
れ
ゟ
於
方
丈
御
雑
煮
・
御
澗
子
等

出
之
、
祝
義
相
済
、
何
茂
月
並
御
書
諸

事
作
法
相
済
也
、
千
秋
万
歳
々
々 

」

 

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
禄
三　

十
月
朔
日
ゟ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
晦
日
迄
之
日
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
義
記
之 

」


